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建設経済委員会（分科会） 次第 
 

 

日時：2020 年９月 15 日(火) 9:30～ 

場所：第３委員会室 
 

 

１ 開  会 

 

 

 

２ 委員長あいさつ 

 

 

 

３ 協議事項 

 ⑴ 付託・分担案件の審査について（別紙：付託分類表・審査日程表） 

 

 

 

 

 ⑵ 意見・要望のまとめについて 

  ア 分科会意見・要望のまとめ 

   

イ 委員会意見・要望のまとめ 

 

 

 

 

 ⑶ 閉会中の継続調査（審査）の申し出について 

 

 

 

 ⑷ その他 

 

 

 

 

４ 閉  会 
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令和２年第４回豊岡市議会（定例会）議案付託分類表 

 

【建設経済委員会】 

  報告第17号 専決処分したものの報告について 

   専決第10号 訴えの提起について 

  報告第22号  放棄した債権の報告について（水道事業会計） 

  第96号議案  物件購入契約の締結について 

  第101号議案 令和元年度豊岡市水道事業剰余金の処分について 

  第102号議案 令和元年度豊岡市下水道事業剰余金の処分について 

  第104号議案 豊岡市立湯の原温泉オートキャンプ場の設置及び管理に関する条

例の一部を改正する条例制定について 

  第105号議案 豊岡市立たんたん温泉福寿の湯の設置及び管理に関する条例の一

部を改正する条例制定について 

  第106号議案 豊岡市営移住促進住宅の設置及び管理に関する条例の一部を改正

する条例制定について 

  第116号議案 令和２年度豊岡市太陽光発電事業特別会計補正予算（第１号） 

  第117号議案 令和２年度豊岡市水道事業会計補正予算（第１号） 

  第118号議案 令和２年度豊岡市下水道事業会計補正予算（第１号） 

  第127号議案 令和元年度豊岡市太陽光発電事業特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて 

  第128号議案 令和元年度豊岡市水道事業会計決算の認定について 

  第129号議案 令和元年度豊岡市下水道事業会計決算の認定について 

  第130号議案 令和元年度豊岡市農業共済事業特別会計決算の認定について 

 

 

 

予算決算委員会付託議案に係る分科会分担表 

 

【建設経済分科会】 

  報告第18号  専決処分したものの承認を求めることについて 

   専決第11号  令和２年度豊岡市一般会計補正予算（第８号） 

   専決第12号  令和２年度豊岡市一般会計補正予算（第９号） 

  報告第20号  放棄した債権の報告について（一般会計） 

  第108号議案 令和２年度豊岡市一般会計補正予算（第11号） 

  第119号議案 令和元年度豊岡市一般会計歳入歳出決算の認定について 
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 令和２年９月定例会 

建設経済委員会・（分科会） 審査日程表 

審 査 日 程 所 管 部 等 名 審  査  区  分 予想時間 

９月14日（月） 

９：30～ 

 

 

第３委員会室 

 

【農業委員会】 
○分第 119 号議案 一般会計決算認定 

・所管事項にかかる歳出・歳入 

＜説明・質疑＞ 

9:30～ 

  9:45 

【各振興局】 

地域振興課 

城崎温泉課 

【環境経済部】 

環境経済課 

大交流課 

○分第 119 号議案 一般会計決算認定 

・所管事項にかかる歳出・歳入 

・財産調書 

＜説明・質疑＞ 

9:30～ 

  12:00 

【コウノトリ共生部】 

農林水産課 

コウノトリ共生課 

地籍調査課 

 

○分第 119 号議案 一般会計決算認定 

・所管事項にかかる歳出・歳入 

・財産調書 

＜説明・質疑＞ 

13:00～ 

  14:20 

コウノトリ共生課 

 

 

 

 

 

農林水産課 

○第 127 号議案 太陽光発電事業特別会計 

決算認定 

・所管事項にかかる歳出・歳入 

・実質収支調書 

＜説明・質疑・討論・表決＞ 

 

○第 130 号議案 農業共済事業特別会計 

決算認定 

＜説明・質疑・討論・表決＞ 

 

【都市整備部】 

建設課 

都市整備課 

建築住宅課 

 

○分報告第 20 号 放棄した債権の報告 

＜説明・質疑・討論・表決＞ 

○分第 119 号議案 一般会計決算認定 

・所管事項にかかる歳出・歳入 

・財産調書 

＜説明・質疑＞ 

 

 

14:30～ 

  15:50 
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審 査 日 程 所 管 部 等 名 審  査  区  分 予想時間 

 【上下水道部】 

水道課 

下水道課 

 

 

○分第 119 号議案 一般会計決算認定 

・所管事項にかかる歳出・歳入 

＜説明・質疑＞ 

 

○報告第 22 号 放棄した債権の報告 

＜説明・質疑・討論・表決＞ 

 

○第128号議案 水道事業会計決算認定 

＜説明・質疑・討論・表決＞ 

 

○第129号議案 下水道事業会計決算認定 

＜説明・質疑・討論・表決＞ 

16:00 ～

17:10 

 

 

 建設経済委員 
○分第 119 号議案に対する討論・表決 

 

≪委員会・分科会意見・要望まとめ≫ 

分科会 

○分報告第 20 号 放棄した債権の報告 

○分第 119 号議案 一般会計決算認定 

 

委員会 

○報告第 22 号 放棄した債権の報告 

○第 127 号議案 太陽光発電事業特別会計 

決算認定 

○第 128 号議案 水道事業会計決算認定 

○第 129 号議案 下水道事業会計決算認定 

○第 130 号議案 農業共済事業特別会計決 

        算認定 

17:10 ～

18:00 

※ 午前中の部署は全部署 9：30 までに入室いただき、農業委員会の終了・退席後、各振興局と 

環境経済部を合同で説明・質疑を行います。 

午後は、部単位で入室いただき、説明・質疑を行い、説明・質疑が終了した部は退席いただきま 

す。 

○分予算決算委員会 建設経済分科会分担議案、○建設経済委員会 付託議案 

※ 14 日中に決算認定の討論、表決を行い委員会要望意見の取りまとめを行います。 
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審 査 日 程 所 管 部 等 名 審   査   区   分 

９月15日（火） 

９：30～ 

 

 

第３委員会室 

 

【環境経済部】 

環境経済課、大交流課 

 

【コウノトリ共生部】 

農林水産課、コウノトリ共生課、 

 

【都市整備部】 

建設課、都市整備課、建築住宅課、 

 

【城崎振興局】 

地域振興課 

 

【日高振興局】 

地域振興課 

 

【出石振興局】 

地域振興課 

 

【但東振興局】 

地域振興課 

 

【上下水道部】 

水道課、下水道課 

 

《付託案件》 

＜個別に説明・質疑・討論・表決＞ 

 

○報告第 17 号 

  専決第 10 号 

○分報告第 18 号 

  専決第 11 号 

  専決第 12 号 

○第 96 号議案 

○第 101～102 号議案 

○第 104～106 号議案 

○分第 108 号議案 

○第 116～118 号議案 

 

建設経済委員 《委員会審査意見、要望のまとめ》 

分科会 

○分報告第 18 号 

専決第 11 号 

  専決第 12 号 

○分第 108 号議案 

委員会 

○報告第 17 号、○第 96 号議案 

○第 101～102 号議案、 

○第 104～106 号議案、 

○第 116～118 号議案 

 ※ 全部署そろって午前 9：30 開始で、全部署の終了をもって全員退席します。 



＝9/15建設経済委員会出席不要 2020年４月１日現在

【委　　員】

職　　名

委 員 長

副委員長

委　　員

委　　員

委　　員

委　　員

委　　員

委　　員

8名

【当　　局】

職　　　名 氏　名 職　　　名 氏　名 職　　　名 氏　名

環境経済部長 坂本　成彦 環境経済課長 午菴　晴喜

環境経済部参事 小林　辰美 大交流課長 谷口　雄彦 大交流課参事 藤原　孝行

コウノトリ共生部長 川端　啓介 農林水産課長 柳沢　和男 コウノトリ共生課長 宮下　泰尚

農林水産課参事 井垣　敬司 地籍調査課長 西谷　　英

都市整備部長 澤田　秀夫 建設課長 冨森　靖彦 建築住宅課長 山本　正明

都市整備部参事 河本　行正 都市整備課長 石田　敦史 都市整備課参事 北村　省二

城崎振興局長 熊毛　好弘 地域振興課参事 橋本　郁夫 城崎温泉課長 植田　教夫

竹野振興局長 瀧下　貴也 地域振興課長 榎本　啓一

日高振興局長 小谷　士郎 地域振興課参事 吉田　政明

出石振興局長 村上　忠夫 地域振興課参事 川﨑　　隆

但東振興局長 羽尻　泰広 地域振興課参事 小川　一昭

上下水道部長 米田　眞一 水道課長 谷垣　康広 水道課参事 和田　哲也

下水道課長 石津　　隆 下水道課参事 堀田　政司

農業委員会事務局 農業委員会事務局長 丸谷　祐二

27名

【議会事務局】

職　　　名 氏　名

 主幹兼総務係長 小林　昌弘

1名

計 36名

5

青　山　憲　司

氏　　　名

浅　田　　　徹

芦　田　竹　彦

松　井　正　志

村　岡　峰　男

上　田　倫　久

椿　野　仁　司

土生田　仁　志

建設経済委員会名簿（9/15）
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＜別紙１＞ 

 

建設経済委員会重点調査事項 

 

2020.６.15 

 

 

○環境経済戦略の推進について 

 

○農林水産業・商工・観光・特産振興等経済支援、地域活性化施策の

推進について 

 

○有害鳥獣対策の推進について 

 

○地域内幹線道路の整備促進について 

 

○都市計画マスタープランについて 

 

○公営住宅のあり方について 

 

○下水道事業計画及び地域水道ビジョンの推進について 

 

○専門職大学と演劇のまちについて 

 

○新型コロナウイルスに係る地域経済対策について 
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午前９時２８分 開会 

○委員長（浅田  徹） おはようございます。 

 時間になりましたので、ただいまから建設経済委

員会を始めたいと思います。 

 昨日に引き続き、委員の皆さん、当局の皆さんも

お疲れのところではあると思うんですけども、いよ

いよ秋が、爽やかな季節になってきました。議論の

ほうも爽やかに簡潔に、ひとつよろしくお願いをし

まして、挨拶に代えます。 

 では、座って進行いたします。 

 昨日、昨年度の決算認定を審議をいたしました。

その中で、少し答弁漏れといいますか、保留の分が

あるということで、環境経済課の午菴課長よりの申

出がございましたので、その辺のところ、先立って

ひとつよろしくお願いしたいと思います。 

 午菴課長。 

○環境経済課長（午菴 晴喜） 改めまして、おはよ

うございます。 

それでは、今ございましたように、昨日の第１１

９号議案で村岡議員と松井議員からお尋ねの件、回

答、答弁保留をしておりますので、お答えをさせて

いただきたいと思います。 

 先に、まず、村岡議員からでございます。移住実

績、全体と地域別ということで、全体につきまして

は５６人、３５組というご返答をさせていただきま

した。その地区別の内訳でございます。豊岡が２３

人で１６組、城崎が５人で４組、竹野はございませ

んでした。日高が１６人で８組、出石が１１人で６

組、但東が１人で１組、合計で５６人の３５組とい

うのが前年度の環境経済課が把握しておる移住の

実績でございます。 

 もう１点、松井議員からのほうは、商工会議所、

商工会の補助の中に特定財源、約１，０００万円あ

るが、それが何かということでございました。特定

財源につきましては過疎債を充当しておるという

ことで、大交流のほうの答弁と同じになりますが、

よろしくお願いをいたします。以上でございます。 

○委員長（浅田  徹） では、この件は了解でいい

ですか。（「はい」と呼ぶ者あり） 

 では、進めていきます。 

 本日の進行につきましては、一般会計に関する予

算及び決算関係の議案につきましては予算決算委

員会に付託されて、当委員会は建設経済分科会とし

て担当部分の審査を分担することになっておりま

す。したがいまして、議事の進行は委員会と分科会

を適宜切り替えて行いますので、ご協力をよろしく

お願いしたいと思います。 

 これより協議事項１番、付託・分担案件の審査に

入ります。 

 本日、全ての案件の説明、引き続き討論及び表決

を行った後、委員会意見、要望の取りまとめを行う

ことにいたしたいと思います。これでご異議ござい

ませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（浅田  徹） ご異議なしと認め、そのよ

うに決定しました。 

 委員の皆さん、当局の皆さん、質疑、答弁に当た

りましては、くれぐれも要点を押さえて簡潔明瞭に

行うなど、スムーズな議事進行に格別のご協力をよ

ろしくお願いをいたします。 

 また、委員会中の発言につきましては、必ず委員

長の指名を受けてから、マイクを使用して発言いた

だきますように、これもよろしくお願いしたいと思

います。 

 それでは、報告第１７号、専決処分したものの報

告について、専決第１０号、訴えの提起についてを

議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 建築住宅課、山本課長。 

○建築住宅課長（山本 正明） 早速、説明をさせて

いただきます。 

 議案の５ページをご覧ください。専決第１０号、

訴えの提起についてということで、ご説明申し上げ

ます。 

 本件につきましては、本会議、部長説明のとおり

でございますけども、若干補足としまして、訴訟の

相手方、記載のとおりです。上段が市営栄町住宅の

元入居者の方、下段がその連帯保証人の方でござい
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ます。また、この元入居者ですけども、市営栄町住

宅におきまして、過去、犬を飼育し、他の入居者へ

の迷惑行為ということがございまして、犬を手放す

ことを和解の条件としまして、２０１８年５月に簡

易裁判所に即決和解を申し立てまして、和解が成立

したものでございます。 

 その後も犬を手放すことなく飼育を継続すると

いう背景の中で、使用料の滞納も発生したために、

和解条項不履行によりまして２０１９年１０月３

１日に契約解除、そして同年１１月３０日の期限を

定めて明渡しを請求をした結果、同年１２月９日に

自主退去されました。 

 自主退去に伴いまして、退去検査によって退去修

繕費を異議なく支払うということを書面で誓約さ

れておったんですけども、実際のところ支払いがな

いために、退去修繕費が５７万６，９９０円、別に、

住宅使用料相当額になるんですけども損害金とい

うことで１万９，３００円、合わせまして、記載の

５９万６，２９０円の支払いを求めまして豊岡簡易

裁判所に通常訴訟の訴えを提起したものでござい

ます。 

 なお、この専決日は本年８月１２日でございます。 

 以上、ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（浅田  徹） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 退去修繕費が５７万７，００

０円というのは、大変金額が大きいんですが、やっ

ぱり犬の関係か、柱を傷つけたとか等々があるのか

な。退去修繕費が５７万円というのはね。 

○委員長（浅田  徹） 山本課長。 

○建築住宅課長（山本 正明） 退去に伴う修繕とい

うことで、当然、普通の一般の方の退去においても

修繕というのは発生、市が持分と本人さん負担とい

うのは決まりがありまして、精算します。 

 ところがこの、今、委員さんが言われたとおり膨

大な金額が出ておるというのは、大半が犬の関係で、

臭いだとかいうことも含めて、全面的なことをしな

いとどうにもならないというのが大きな要因でご

ざいます。 

 ただ、現実論、一般の住宅であっても、一般の退

去者の方でも、例えば１０年、１５年、２０年とか、

そんだけ長いこと入居なんかされた場合には、もう

正直言って１００万超えるような退去の修繕とい

うのもよくありますし、もので違いますけども。今

回のは犬の関係での修繕で大きく金額が出ておる

というのは事実でございます。 

○委員長（浅田  徹） ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（浅田  徹） 質疑を打ち切ります。 

 特にご異議なければ、報告第１７号、専決第１０

号は、了承すべきことに決定したいと思いますが、

ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（浅田  徹） 特に異議がありませんので、

報告第１７号、専決第１０号は、了承すべきことに

決定をしました。 

 ここで建設経済委員会を暫時休憩いたします。 

午前９時３６分 委員会休憩 

──────────────────── 

午前９時３６分 分科会開会 

○分科会長（浅田  徹） ただいまから建設経済分

科会を開会いたします。 

 それでは、報告第１８号、専決処分したものの承

認を求めることについて、専決第１１号、令和２年

度豊岡市一般会計補正予算（第８号）を議題といた

します。 

 当局の説明は、当委員会の所管に係る補正予算に

ついて、歳出及び歳入等の順に説明を願います。 

 なお、説明に当たりましては、資料のページ番号

をお知らせください。 

 それでは、当局の説明を求めます。 

 環境経済課、午菴課長。 

○環境経済課長（午菴 晴喜） それでは、議案書の

２１ページをご覧ください。専決１１号、補正第８

号でございます。 

 説明欄で説明をさせていただきます。商工振興事

業費２億７，６５０万円でございます。 
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 まず、プレミアム付応援食事券販売業務、いわゆ

るＥＡＴ豊岡につきまして、６月２９日の販売開始

からおおむね２週間で、当初の４万セットに対し約

５４％の販売状況となり、販売期間の９月３０日ま

でを考えますと券が不足する可能性が高いとの判

断から、７月１７日付で専決の増額補正をさせてい

ただいたところでございます。これにより４万セッ

トを追加し全体で８万セットとして、現在事業継続

を行っております。 

 関連の情報といたしまして、販売期間につきまし

ては本日の行政無線等でもお伝えを始めたところ

でございますけども、１２月３１日まで使えるよう

に延ばして、飲食店等支援を継続してまいりたいと

いうふうに思っています。 

 次に、地域飲食店応援事業費、補助金３００万円

の増額でございます。こちらは豊岡商工会議所がク

ラウドファンディングにより地域飲食店を応援さ

れた「みらい飯」事業でございます。市から３０％

相当額の補助を行っております。 

 当初５００万円を目標額として、７月１７日をク

ラウドファンディングの終了日として実施をされ

ていたところですが、実績値が１，５００万円に届

きそうな状況にございましたので、こちらも７月１

７日付で増額の専決補正をさせていただきました。 

 最終、市の補助の対象となる応援金額は１，２６

８万４，０００円となり、市からの補助金３８０万

５，２００円の支出も終了させていただいておりま

す。 

 次に、歳入でございます。１９ページをご覧くだ

さい。今回の専決補正総額２億７，６５０万円に対

し、財政調整基金繰入金から７，６５０万円を、Ｅ

ＡＴ豊岡の券販売収入といたしまして、４万セット

掛ける５，０００円の合計として２億円を計上して

おります。 

 説明は以上でございます。 

○分科会長（浅田  徹） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 青山委員。 

○委員（青山 憲司） 今回のこのＥＡＴ豊岡、昨日

レターケースを見ましたら１２月いっぱいまでと

いうことで、大変喜んでもいますし、私も活用させ

ていただいておりますけれども。 

 その上で、多くの方が今回、このＥＡＴ豊岡のチ

ケットを利用されていると思うんですが、一般質問

の中でもあったんですけど、一部、不正使用が認め

られたというふうな事実もあったということで、そ

ういう実態の事例件数と具体的な内容が分かれば、

少し。ここで報告していただける分で結構ですので、

ちょっとお知らせをいただきたいなと。もしあれで

したら、休憩を取っていただいて、その実態につい

てやっぱり掌握をしておきたいというふうに思い

ますので、委員長の計らいでよろしくお願いしたい

と思います。 

○分科会長（浅田  徹） 答弁願います。 

 午菴課長。 

○環境経済課長（午菴 晴喜） 事例といたしまして

は、ご本人で購入されたものをご本人のお店で使わ

れたというようなケースでございます。実際に今、

お店の方とヒアリングをさせていただいて処理を

させていただいたのが１件、お電話等での対応が１

件、それから明日もまた１件、新たに少し確認をさ

せていただきたいということで、呼出しをしている

ようなものがございます。こちらにつきましても、

随時回収をしてきましたチケット等を職員のほう

で確認をしながら、疑義がある分について確認をさ

せながら進めていきたいというふうに考えていま

す。以上です。 

○委員（青山 憲司） 委員長、いいですか。 

○分科会長（浅田  徹） はい、青山委員。 

○委員（青山 憲司） その後のそういった不正事案

に対する処分というか処理の内容についても、少し

お知らせいただきたいと思います。 

○分科会長（浅田  徹） 暫時休憩します。 

午前９時４２分休憩 

──────────────────── 

午前９時４７分再開 

○分科会長（浅田  徹） 再開をします。 

 今の関係、この関係の不正についてはしっかりと、
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今、青山委員からありましたように、不正等が再発

しないような、そういう意見というかを言わせてい

ただくという、強い意見を言わせていただくという

ことで、青山委員、いいですね。 

○委員（青山 憲司） はい。 

○分科会長（浅田  徹） そのことで、よろしくお

願いしたいなと思います。 

 ほかに質問は、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（浅田  徹） それでは、質疑を打ち切

ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（浅田  徹） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本件は、承認すべきものと決

定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（浅田  徹） ご異議なしと認めます。

よって、報告第１８号、専決第１１号は、承認すべ

きものと決定をいたしました。 

 続いて、報告第１８号、専決処分したものの承認

を求めることについて、専決第１２号、令和２年度

豊岡市一般会計補正予算（第９号）を議題といたし

ます。 

 当局の説明は、当委員会の所管に係る補正予算に

ついて、歳出及び歳入の順に説明を願います。 

 なお、説明に当たっては、資料のページ番号をお

知らせください。 

 当局の説明を求めます。 

 午菴課長。 

○環境経済課長（午菴 晴喜） それでは、引き続き

まして議案書３５ページをご覧ください。専決第１

２号、補正第９号でございます。特産振興事業費補

助金といたしまして３，０００万円の増額でござい

ます。 

 この豊岡産品域内消費促進事業費は、いわゆるＢ

ＵＹ豊岡事業でございます。当初、かばん、但馬牛

等を対象産品といたしまして、７月２７日から販売

を開始をいたしましたが、その後、出石そば、豊岡

杞柳細工など、対象商品の拡充による参加店舗の増

加等もございまして、売行きが想像以上に推移をし

ておりました。このため、８月７日付で専決の増額

補正をさせていただいたところでございます。これ

により、市としての買い支えの総額は倍の２億円と

いうことになっております。 

 こちらのほうにつきましては、９月３０日までの

期限で、当初の計画どおり進めてまいりたいという

ふうに考えております。 

 次に、歳入でございます。３３ページをご覧くだ

さい。今回の専決補正額総額全額分を財政調整基金

繰入金としております。 

 説明は以上でございます。 

○分科会長（浅田  徹） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（浅田  徹） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（浅田  徹） お諮りいたします。本件

は、承認すべきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（浅田  徹） ご異議なしと認めます。

よって、報告第１８号、専決第１２号は、承認すべ

きものと決定しました。 

 ここで建設経済分科会を暫時休憩をいたします。 

午前９時５０分 分科会休憩 

──────────────────── 

午前９時５０分 委員会再開 

○委員長（浅田  徹） 建設経済委員会を再開いた

します。 

 まず、第９６号議案、物件購入契約の締結につい

てを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 建設課、冨森課長。 

○建設課長（冨森 靖彦） 議案書の７７ページをご

覧ください。第９６号議案、物件購入契約の締結に

ついてご説明をさせていただきます。 

 本会議で都市整備部参事が説明いたしましたの
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で、若干補足をさせていただきます。 

 本件に係ります除雪ドーザにつきましては、現行

の機種につきましては平成９年４月に購入したも

ので、既に２３年が経過しております。また、使用

地域につきましては、日高町内の神鍋地域で使用を

予定をしております。本件につきましては、道路維

持作業車更新計画に基づきまして更新をするもの

です。 

 以上で説明を終わります。よろしくご審議をお願

いいたします。 

○委員長（浅田  徹） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（浅田  徹） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（浅田  徹） お諮りいたします。本案は、

原案のとおり可決すべきものと決定してご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（浅田  徹） ご異議なしと認めます。よ

って、第９６号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定しました。 

 次に、第１０１号議案、令和元年度豊岡市水道事

業剰余金の処分についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 水道課、谷垣課長。 

○水道課長（谷垣 康広） ９３ページをご覧くださ

い。第１０１号議案、令和元年度豊岡市水道事業剰

余金処分についてご説明いたします。 

 本議案は、地方公営企業法の規定により、議会の

議決を求めるものであります。 

 処分の内容でございますが、本会議で部長が説明

しましたとおり、９０万円を豊岡市奨学基金へ繰り

出しを目的とした豊岡市奨学基金積立金に積み立

て、残り１４億３，２４９万７，４１１円を翌年度

へ繰り越しいたします。 

 以上、よろしくご審議お願いいたします。 

○委員長（浅田  徹） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） この９０万円の奨学基金積立

てをするんですけれども、この基金の活用のほうは

水道ではなくて教育委員会ですか、管理は。管理と

いうか、あれは。 

○委員長（浅田  徹） 谷垣課長。 

○水道課長（谷垣 康広） 用途につきましては、教

育委員会のほうで検討されてるというふうに認識

しております。 

○委員長（浅田  徹） ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（浅田  徹） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（浅田  徹） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（浅田  徹） ご異議なしと認めます。よ

って、第１０１号議案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定をしました。 

 続いて、第１０２号議案、令和元年度豊岡市下水

道事業剰余金の処分についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 下水道課、石津課長。 

○下水道課長（石津  隆） ９５ページをご覧くだ

さい。第１０２号議案、令和元年度豊岡市下水道事

業剰余金の処分についてご説明いたします。 

 本議案は、地方公営企業法の規定により、議会の

議決を求めるものでございます。 

 処分の内容につきましては、本会議で部長が説明

したとおり、１２億８，８９１万４４１円を減債積

立金に、１３８万３，４７７円を建設改良積立金に

積み立て、後で減債積立金を３億５，０８７万５，

３３０円取り崩し、自己資本金に組み入れようとす

るものでございます。 

 説明は以上でございます。よろしくご審議のほど

お願いいたします。 



 6 

○委員長（浅田  徹） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（浅田  徹） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（浅田  徹） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（浅田  徹） ご異議なしと認めます。よ

って、第１０２号議案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定しました。 

 次に、第１０４号議案、豊岡市立湯の原温泉オー

トキャンプ場の設置及び管理に関する条例の一部

を改正する条例制定についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 日高振興局、吉田参事。 

○日高振興局地域振興課参事（吉田 政明） 第１０

４号議案、豊岡市立湯の原温泉オートキャンプ場の

設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例

制定についてご説明いたします。 

 議案書１０９ページをご覧ください。改正の内容

については条例案要綱によりご説明いたします。１

１２ページをご覧ください。 

 近年のキャンプ場需要の高まりと冬の期間にお

ける降雪量の減少を踏まえ、キャンプ場の開設期間

を見直し、通年で使用できるように改めるものです。 

 なお、この条例は、令和３年４月１日から施行す

ることとしております。 

 説明は以上です。 

○委員長（浅田  徹） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（浅田  徹） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（浅田  徹） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（浅田  徹） ご異議なしと認めます。よ

って、第１０４号議案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定しました。 

 続いて、第１０５号議案、豊岡市立たんたん温泉

福寿の湯の設置及び管理に関する条例の一部を改

正する条例制定についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 但東振興局、小川参事。 

○但東振興局地域振興課参事（小川 一昭） それで

は、議案１１５ページをご覧ください。第１０５号

議案、豊岡市立たんたん温泉福寿の湯の設置及び管

理に関する条例の一部を改正する条例制定につい

てご説明いたします。 

 今回の改正につきましては、たんたん温泉福寿の

湯の食事施設の整備に伴い、当該食事施設の開館時

間を定めるための改正をしようとするものです。 

 提案内容につきましては、本会議で但東振興局長

が説明したとおりです。 

 補足といたしまして、今回、２点の改正内容があ

ります。１１８ページをご覧ください。条例案要綱

により概要をご説明いたします。 

 １つは、食事施設の開館時間を、日曜日、土曜日

及び休日の午前９時から午後６時までと定めるも

のです。２つ目は、温泉館の使用に係る料金を入浴

施設と改めるものです。 

 なお、この条例につきましては、令和２年１０月

１日から施行することとしています。 

 説明は以上でございます。 

○委員長（浅田  徹） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 椿野委員。 

○委員（椿野 仁司） このことについての質問じゃ

ないんですが、ちょっとお聞きしたいんですが、た

んたん温泉の福寿の湯は合併後できたわけなんで

すけども、地元の人たちのいろんな思いがあって、

あそこの温泉ができました。今現状は、ずっと把握

してるわけじゃないんだけど、一度温泉が出なくな
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って新しく温泉を泉源を見つけてやったという経

過もあるんだけども、地元の但東町の方のご利用は

どれぐらいあるのかなと。聞くところによると、隣

の京丹後の方々もかなりご利用いただいているよ

うなので、別にご利用いただくことは悪いことでは

ないんだけども、もともとのことでいくと、いわゆ

る地元の方々が非常に切望された温泉というふう

に私は受け止めておりますが、現状は一体どうなの

かなと。 

 この施設ができて、さらに活性化され、また、人

がたくさん行かれることが一番望ましいことなの

で、いいことなんだけども、その点だけちょっとお

尋ねをしたいと思います。関連でお願いします。 

○委員長（浅田  徹） 小川参事。 

○但東振興局地域振興課参事（小川 一昭） 地元の

利用の方は二、三割程度ということで報告を受けて

います。 

 また、この施設なんですけど、主なターゲットは

但東地域住民、特に子育て世代の女性をしておりま

す。こちらに、但東温泉に集い、憩いの場として利

用しやすい曜日設定もしておりますので、どんどん

地元の方のご利用を進めていきたいと思っており

ます。以上でございます。 

○委員長（浅田  徹） いいですか。 

○委員（椿野 仁司） はい、分かりました。 

○委員長（浅田  徹） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 今の関連で、二、三割という

のは、住民の二、三割ですか、全体の利用者の二、

三割ですか。住民の二、三割だったら、もっといけ

るんかなと思ったんで、それが１点と。 

 それと、この温泉の運営は地元でしたよね。この

食堂は同じ事業者ですか、運営は。 

○委員長（浅田  徹） 小川参事。 

○但東振興局地域振興課参事（小川 一昭） 利用者

の方の二、三割ということです。 

 それと、あとこちらのほうのたんたん温泉の食堂

の経営なんですけど、指定管理者である、たんたん

温泉運営管理組合が食堂施設の運営を食事を提供

するものとして委託契約、こちらのほうをまずは結

んで運営をしていただく予定になっております。以

上でございます。 

○委員長（浅田  徹） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 管理組合がさらに委託をして、

別の業者にさらに委託をして食堂は運営されると

いうことなわけですね。 

○委員長（浅田  徹） そのように、はい。そうい

う説明があったわけです。駄目押しですな。 

 はい、どうぞ。 

○但東振興局地域振興課参事（小川 一昭） そのと

おりでございます。 

○委員（村岡 峰男） 頑張ってやってもらいましょ

う。（「そうですな」と呼ぶ者あり） 

○委員長（浅田  徹） それでは、質疑を打ち切り

ます。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（浅田  徹） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（浅田  徹） ご異議なしと認めます。よ

って、第１０５号議案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定しました。 

 次に、第１０６号議案、豊岡市営移住促進住宅の

設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例

制定についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 小川参事。 

○但東振興局地域振興課参事（小川 一昭） 続きま

して、議案１２１ページをご覧ください。第１０６

号議案、豊岡市営移住促進住宅の設置及び管理に関

する条例の一部を改正する条例制定についてご説

明いたします。 

 今回の改正につきましては、但東地域に移住しよ

うとする者に住宅を賃貸することにより、人口の確

保と地域の活性化を図るため、特定公共賃貸住宅赤

野住宅５戸を移住促進住宅に用途変更するもので

す。 
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 提案内容につきましては、本会議で但東振興副部

長が説明したとおりです。 

 なお、補足といたしまして、今回の条例改正によ

り豊岡市特定公共賃貸住宅の設置及び管理に関す

る条例で定める赤野住宅の用途廃止を同一議案と

して提案しています。 

 また、この条例につきまして、令和２年１０月１

日から施行することとしています。 

 説明は以上です。 

○委員長（浅田  徹） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（浅田  徹） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（浅田  徹） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（浅田  徹） ご異議なしと認めます。よ

って、第１０６号議案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定しました。 

 ここで建設経済委員会を暫時休憩いたします。 

   午前１０時０４分 委員会休憩 

──────────────────── 

   午前１０時０４分 分科会再開 

○分科会長（浅田  徹） 建設経済分科会を再開い

たします。 

 それでは、第１０８号議案、令和２年度豊岡市一

般会計補正予算（第１１号）を議題といたします。 

 なお、説明については、所管事項に係る部分につ

いて課ごとに歳出、歳入、債務負担行為補正及び地

方債補正の順に説明をお願いいたします。 

 なお、説明に当たっては、資料のページ番号をお

知らせください。 

 それでは、環境経済部から組織順で説明をお願い

したいと思います。 

 環境経済課、午菴課長。 

○環境経済課長（午菴 晴喜） それでは、議案書１

７９ページをご覧ください。上から２段目のくくり、

地域おこし協力隊推進事業費３，１８４万２，００

０円でございます。コロナ禍にあって、地方への関

心の高まりなどから、地域おこし協力隊への応募者

が増えてございます。このため、この状況を好機と

捉え、隊員の拡充を図るため、それに伴う活動費等

の追加をお願いするものでございます。内訳といた

しましては、１０月採用予定分としまして１３人分

を、さらに１月着任予定分として３人分を加えた活

動費をお願いするものでございます。 

 次に、１８１ページをご覧ください。一番下のく

くり、下から６行目、豊岡市工業会支援事業費４０

万円の減額でございます。７月に開催予定としてお

りました、小学校の親子等を対象としたものづくり

イベントを、コロナ禍で中止としましたので、それ

に伴って減額をさせていただくものでございます。 

 続きまして、１９７ページをご覧ください。一番

上のくくりとなります。上から４行目、感染症対策

事業費のうち補助金でございます。内数となります

けども、総額９，２５０万円の減額のうち９００万

円分が環境経済課分であり、飲食店等の関係分とい

うふうになります。事業執行見込額による減額でご

ざいます。 

 次に、２０３ページをご覧ください。上から２つ

目のくくりです。商工振興事業費２億２，９３８万

７，０００円の減額でございます。 

 まず、中小企業等経営安定化緊急支援業務につき

ましては、商工団体に業務委託いたしました雇用調

整助成金の申請支援に関するものとして、さらにそ

の下、休業要請事業者経営継続支援事業につきまし

ては、兵庫県からの委託業務ですが、県の休業要請

に関するものであり、それぞれ事業執行見込みによ

りまして減額をさせていただきます。 

 次はその下、補助金でございます。商工会議所・

商工会運営費の４００万円の減額につきましては

柳まつりの中止に伴うもの、さらにその下、城崎温

泉ふるさと祭り事業費につきましても中止に伴う

減額でございます。その下、商工業支援対策事業費

につきましては、既存技術等を生かした新分野等へ
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の進出に伴う事業費の補助でございましたが、事業

執行見込みにより５００万円を減額するものでご

ざいます。 

 続きまして、その下、交付金です。休業要請協力

金及び緊急雇用維持助成金、ともに市独自の支援で

ございまして、こちらも事業執行見込みによりそれ

ぞれ３００万円及び２億円を減額するものでござ

います。 

 その下、中小企業金融対策事業費１，５００万円

の減額につきましては利子補給に関するもので、こ

れも事業執行見込みにより減額をさせていただく

ものでございます。 

 ２０５ページをご覧ください。上から２つ目のく

くりでございます。中心市街地活性化事業費３３０

万円でございます。コロナ禍にあって、中心市街地

におきましても多くのイベントが中止を余儀なく

されております。今後のコロナ感染症の収束等が条

件になりますが、中心市街地においてウィズコロナ

の視点でイベント開催をし、地域に元気を与えたい

ということで、その事業費として計上しております。 

 続きまして、歳入です。 

 １６７ページをご覧ください。１６７ページでご

ざいます。一番下です。地方創生臨時交付金、これ

も内数となりますけども、このうち１億８７０万円

分が環境経済課関係分となります。 

 次に、１７１ページでございます。こちらも一番

下のくくりでございます。繰入金でございますが、

財政調整基金繰入金のうち、マイナス３６４万５，

０００円が環境経済分となり、さらにその下、被災

者生活再建支援基金繰入金につきましては全額が

環境経済課分となります。 

 私からの説明は以上でございます。 

○分科会長（浅田  徹） 大交流課、谷口課長。 

○大交流課長（谷口 雄彦） 議案書のまずは１８１

ページをお開きください。地方創生推進事業費のう

ちの海外戦略推進事業費でございます。コロナ禍で

インバウンドの誘客プロモーション事業を一部中

止としておりますので、それに伴います職員の渡航

旅費でありますとか、次のページでございますけど

も、１８３ページ、海の京都、森の京都とオースト

ラリアを対象にビジットジャパン地方連携事業を

計画しておりましたけども、その負担金を減額する

ものでございます。 

 同じく１８３ページでございますけども、政策ア

ドバイザー推進事業費でございます。このうち２か

月分、政策アドバイザーの活用が決まっておりまし

たので、それに伴います費用弁償、補償金の減額の

補正でございます。 

 次に、１９７ページをお開きください。先ほど環

境経済課からも説明がありましたけれども、上段、

２段目でございます。感染症対策事業費のうち大交

流課分、内数でございますけれども、感染症予防力

向上事業費のうち１，３５０万円分を減額するもの

でございます。 

 次に、２０３ページをお開きください。一番下の

段でございます。観光事業費でございます。そのう

ち投資委託料、実施設計といたしまして、城崎国際

アートセンターを活用したテレワーク推進計画を

進めておりますけども、その実施設計料を一部増額

させていただく予算でございます。それから、その

下、新規事業といたしましてワーケーションモニタ

ーツアー事業という、３００万円計上しております

けども、コロナ禍におきまして働き方が変わってき

たということを踏まえて、ワーケーションプラン、

法人向けのワーケーションプランの企画、造成であ

りますとか、モニターのツアーを実施しようとする

ものでございます。 

 次、２０５ページをお開きください。一番上の豊

岡ツーリズム協議会の補助金の２，０５０万円の減

額補正でございますけども、これは新型コロナウイ

ルス対策ということで、当初はデジタルアート事業

を実施しようとして予算をいただいておりました

けども、コロナの進行状況が読めない中で事業の企

画ができなかったということで減額補正させてい

ただこうとするものです。その下、情報戦略推進事

業費のうち広告料でございますけども、専門職大学

の開学を４月に控えまして、深さを持った演劇のま

ちづくりを中心とした豊岡市のまちづくりの発信
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をするために１３２万円、広告料を計上したもので

ございます。 

 次、歳入でございますけども、１６７ページをお

開きください。一番下の地方創生臨時交付金、これ

も内数でございますが、大交流課分として２億２，

３０６万６，０００円が大交流課分でございます。 

 説明は以上でございます。 

○分科会長（浅田  徹） 農林水産課、柳沢和男課

長。 

○農林水産課長（柳沢 和男） それでは、歳出のほ

うからご説明をさせていただきます。 

 １９８ページ、１９９ページをご覧ください。上

から３つ目の囲みでございます、農地費です。説明

欄をご覧ください。農業用施設管理費として５，４

５０万円の増額を上げております。これは、ふるさ

と農道、日高八鹿円山川右岸地区でございますけれ

ども、のり面におきまして岩盤の風化が進み、近年、

小規模な落石があって通行に支障を来すことがご

ざいます。そのための防災対策工事を行うものです。

本年度当初予算で調査設計費としまして５５０万

円を計上しておりますけれども、昨年度末に事業採

択となり、繰越事業で調査設計を先行して実施をし

てきました。防災の観点によりまして、早期に工事

着工を目指し、県との調整がついたことから、今回、

この時期の補正予算を上げ、対応するものでござい

ます。したがいまして、当初予算計上の調査設計費

５５０万円を減額をし、工事費を６，０００万円追

加をすると、差引き５，４５０万円の増額補正とな

ります。工事につきましては、進美寺トンネルの赤

崎坑口部分で落石防止柵の工事、八鹿側坑口付近の

のり面でコンクリート吹きつけ工の実施を予定を

しております。 

 続きまして、その下、畜産業費でございます。財

源更正でございますけれども、一般財源を国県支出

金、地方創生臨時交付金のほうに振り替えるという

ふうなものでございます。 

 続きまして、２００ページ、２０１ページをご覧

ください。上の囲みの一番下でございます。奈佐森

林公園等管理費です。特定財源６９万５，０００円

を一般財源に振り替える財源更正を上げておりま

す。財源として充当する使用料の収入見込みが減少

となったものに起因するものでございます。 

 続きまして、真ん中の囲みの下段でございます。

水産業振興費です。水産業振興事業費の１，７８０

万円の増額でございます。これは但馬漁業協同組合

に対しまして水産加工施設整備事業費として補助

するものでございます。津居山支所にある老朽化し

た乾燥加工設備、温風のみの機能で２機あるわけで

すけれども、これを更新する費用を対象にしており

ます。補助率は３分の２以内としております。新た

な乾燥施設は温度調整が可能な設備であり、加工品

目も増えることから、コロナウイルス感染症の影響

を受ける水産物の消費拡大に資するものと考えて

おります。 

 続きまして、歳入でございます。 

 １６４ページ、１６５ページをご覧ください。一

番下の一番下、林業使用料です。先ほどご説明しま

した奈佐森林公園の使用料につきまして、６９万５，

０００円減額をするというものでございます。これ

につきましては、コロナウイルス感染症の拡大に対

しまして奈佐森林公園を５月から６月にかけて休

園をしたこと、あるいは今後の使用の見通し等、不

透明な部分もございますので、そういったことの見

込みによりまして減額をさせていただくものでご

ざいます。 

 続きまして、１６６ページ、１６７ページをご覧

ください。一番下の囲みの一番下でございます。地

方創生臨時交付金。農林水産課分につきましては２，

１５３万６，０００円が該当するということでござ

います。 

 続きまして、１６８ページ、１６９ページでござ

います。真ん中の囲みの上から４番目の農業費補助

金です。農地整備事業費補助金として３，９７８万

５，０００円を計上しております。先ほどの歳出予

算で説明しました、ふるさと農道に係る防災対策工

事の国、県の負担分となります。 

 続きまして、１７２ページ、１７３ページをご覧

ください。一番下の囲みの農業債でございます。土
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地改良事業債として１，３９０万円を計上しており

ます。これは、ふるさと農道に係る防災対策工事の

市負担分の起債に係るものでございます。 

 続きまして、ページ戻っていただきまして、１５

６ページをご覧ください。債務負担行為の補正でご

ざいます。上から３番目、豊岡農業スクール開校事

業です。令和３年度分として新規スクール生３名の

事業費４５０万円の追加を上げております。 

 続きまして、１５７ページ、地方債補正でござい

ます。一番上の土地改良事業費です。先ほど歳入予

算で説明しました、ふるさと農道に係る工事分の起

債として１，３９０万円を増額し、１，５３０万円

に変更するものでございます。 

 農林水産課からは以上でございます。 

○分科会長（浅田  徹） コウノトリ共生課、宮下

課長。 

○コウノトリ共生課長（宮下 泰尚） １７９ページ

をお開きください。中段の太陽光発電システム 導

入補助事業費です。当初４００万円を計上しており

ましたけども、固定価格買取り制度、通称ＦＩＴ終

了による余剰電力の買取り価格の下落と、昨今の大

規模災害の頻発によって市民意識が変化してきた

のかなというふうに考えておりますが、今年度、蓄

電池への補助件数が大きく伸び、予算不足に陥るお

それが出てきたことから、２００万円の追加予算を

お願いするものです。 

 次に、１７１ページをお開きください。歳入につ

いてご説明いたします。下段、太陽光発電事業特別

会計繰入金です。２０１９年度太陽光発電事業特別

会計決算による繰越金から基金への積立金２１０

万２，０００円を除きました３３８万３，０００円

を繰り入れ、太陽光発電システム導入補助金等に充

当するものです。 

 説明は以上です。 

○分科会長（浅田  徹） 建設課、冨森課長。 

○建設課長（冨森 靖彦） 議案書の２０４ページ、

２０５ページをご覧ください。土木費の土木管理費、

３番目の内水処理費です。これにつきましては財源

更正となります。山田川流域の内水対策事業の財源

につきまして、当初、合併特例債と一般財源として

いましたものを、充当率１００％の緊急自然災害防

止対策事業債を活用することとしたものです。 

 続きまして、２０６、２０７ページをご覧くださ

い。上から２段目の道路維持費です。これにつきま

しては、日高町観音寺地内の市道栗山妙見線におき

まして、道路幅員確保のため、知見川に張り出して

おりますコンクリート床版につきまして、その基礎

部に著しい損傷が認められましたので、早急な補修

が必要ということから、その補修設計を計上させて

いただいております。今年度に補修設計、それから

来年度に補修工事ということで、８５０万円の増額

補正をお願いをするものです。 

 続きまして、同じページですが、道路橋りょう費

の一番下の５番の橋梁維持費です。これにつきまし

ては、木製上部工に腐食が見られたり、あと橋脚に

損傷が見られるというような事例があります、豊岡

市の駄坂の上地橋、それから竹野町須谷の岡田橋、

それから但東町河本のロクロ橋、この３橋につきま

して緊急に補修が必要ということで、委託設計費１，

６３０万円を計上させていただいております。あわ

せて、補修工事費ということで、上地橋に５２０万

円を上げさせていただいております。合計２，１５

０万円の増額補正をお願いをするものです。 

 続きまして、歳入です。 

 １７２、１７３ページをご覧ください。一番下の

表の市債になります、土木債です。土木債の真ん中

の土木管理債。先ほど説明いたしました内水処理施

設整備事業債ということで３００万円の市債を計

上させていただいております。ああ、すみません、

３３０万円の増額を上げさせていただいておりま

す。 

 続きまして、地方債の補正です。１５７ページを

ご覧ください。１５７ページの地方債の変更ですが、

上から２つ目の段になります。内水処理施設整備事

業費ということで６，６００万円の増額変更という

ことで上げさせていただいております。 

 すみません、先ほど説明の中で、市道栗山妙見線、

知見川と言いましたが、観音寺川に張り出しており
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ます床版です。訂正させていただきます。 

 説明は以上です。 

○分科会長（浅田  徹） 都市整備課、石田課長。 

○都市整備課長（石田 敦史） それでは、議案書の

１７８、１７９ページのほうをご覧ください。中段

あたり、目８の公共交通対策費では、バス交通対策

事業費の補助金から３４０万円を減額補正するも

のです。これにつきましては、高校生通学バス定期

購入補助金が、新型コロナウイルス感染症の影響に

よりまして高等学校が休業されたことに伴い、４月、

５月の定期購入が見込みよりも約８割落ち込む結

果となり、３４０万円の減額補正をするものです。 

 また、６月補正で公共交通対策事業者支援給付金

２，７２０万円の財源を、今回の補正で一般財源か

ら地方創生臨時交付金に財源更正を併せて行って

おります。１７８ページのほうの財源内訳欄の国県

支出金欄をご覧いただきましたらお分かりいただ

けると思います。 

 続いて、１８０、１８１ページのほうをご覧くだ

さい。中段あたり、目２２の但馬空港利用促進費で

は、但馬空港利用促進事業費の補助金から１，８０

０万円を減額補正するものです。これにつきまして

も、新型コロナウイルス感染症の影響によりまして

４月から６月の３か月分の利用者の減数による空

港助成金が大幅に減額となり、市のコウノトリ但馬

空港利用促進協議会への補助金を１，８００万円減

額補正するものです。 

 続いて、１８２、１８３ページのほうをご覧くだ

さい。１つ目の枠の最後の事業、目３４地方創生推

進事業費の子育て支援総合拠点等整備事業費の手

数料２００万円の補正につきましては、子育て育成

の支援事業を主とするアイティ４階フロアの一部

を買収することに関連して、不動産鑑定士に鑑定を

依頼するため、新たに役務費の手数料を補正するも

のです。また、次の子育て支援総合拠点等構想策定

業務委託料３００万円の補正につきましては、４階

フロアにおける地方創生を誘導する子育て総合支

援拠点施設として、子育て総合センターや発達障害

児等の支援を行うこども支援センター、また、子供

図書館や女性就労支援施設といった多様な交流の

場、さらに７階でのテレワーク拠点など、４階と７

階の利活用のための配置計画やプランニングとい

った構想を策定するための補正でございます。 

 続いて、２０８、２０９ページのほうをご覧くだ

さい。２つ目の枠の中ほど、目２の公園管理費では、

公園施設長寿命化事業費の工事請負費から２，００

０万円を減額補正するものです。今年度、施設の長

寿命化事業として、公共施設等適正管理推進事業債

で日高町民公園トイレの改修工事を行う予定であ

りましたが、旧日高町時代に補助事業で整備した施

設でありまして、耐用年数がまだ経過してないこと

から、工事を実施するに当たっては財産処分に係る

国との協議に不測の日数を要することから、今回、

２，０００万円を減額補正するものです。 

 続いて、戻っていただきまして、歳入のほうを説

明します。 

 １６６、１６７ページのほうをご覧ください。３

つ目の枠の最下段、地方創生臨時交付金のうち、都

市整備課に関連するものは２，７２０万円で、先ほ

ど公共交通対策事業費での財源更正によるもので

す。 

 続いて、１７２、１７３ページをご覧ください。

４つ目の枠の最下段、目８土木債の公園整備事業債

１，８００万円の減額は、先ほど申し上げました公

園施設長寿命化事業の日高町民公園トイレの減額

によるものです。 

 次に、第２表の１５６ページのほうをご覧くださ

い。債務負担行為補正です。１行目の子育て支援総

合拠点等整備事業として、令和３年度において３億

２，５００万円の限度額設定をするものです。既に

ご承知いただいております、アイティ４階の土地並

びに建物の一部、面積にして約３，２００平方メー

トル余りを市が購入することとなりますが、生涯学

習サロン部分につきましては２０２１年４月に開

設予定となることから、今年度に購入するべく、生

涯学習課のほうで今回補正予算で上程されている

ところです。 

 なお、生涯学習サロン以外の部分につきましては、
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既存の店舗の撤去が来年６月頃となることから、土

地と建物につきまして令和３年度に取得すること

として、今回の債務負担行為補正として限度額３億

５，０００万円を追加設定するものです。 

 続いて、隣の１５７ページのほうをご覧ください。

地方債補正です。中ほどに公園整備事業費の公園施

設長寿命化事業につきましては、先ほどから説明し

ておりますが、日高町民公園トイレの減額に伴うも

ので、限度額を補正前の５，９３０万円から補正後

４，１３０万円に、１，８００万円を減額するもの

です。 

 都市整備課からは以上です。 

○分科会長（浅田  徹） 城崎地域振興課、橋本参

事。 

○城崎振興局地域振興課参事（橋本 郁夫） ２０７

ページをお開き願います。中ほど、上から４つ目の

囲み、雪害対策事業費でございます。こちらは城崎

町ひのそ地区に整備された消雪装置の修繕になり

ます。この消雪設備は平成１６年度に整備され、１

５年以上が経過しておりますが、今年の２月に水源

に設置したポンプが故障し、消雪設備を稼働するこ

とができなくなりました。修繕にはポンプの取替え

が必要となりましたので、次の積雪期までに修繕を

行うこととして、１９８万８，０００円の補正予算

を計上しているところでございます。 

 説明は以上になります。 

○分科会長（浅田  徹） 出石地域振興課、川﨑参

事。 

○出石振興局地域振興課参事（川﨑  隆） それで

は、歳出のほうから説明させていただきます。 

 １８０ページ、１８１ページをご覧ください。そ

れぞれ説明欄をご覧いただきたいと思います。上か

ら３つ目の段になります、出石振興局プロジェクト

事業費２５０万円の減額です。新型コロナウイルス

感染拡大予防のため、出石お城まつりの開催中止に

伴い、事業補助を取りやめたものです。 

 続きまして、２０８ページ、２０９ページをご覧

ください。下から２つ目の段になります。出石駐車

場管理費９２万９，０００円の減額です。新型コロ

ナウイルス感染拡大防止のため駐車場を休業して

いた期間の委託料を減額したものです。 

 次に、歳入について説明いたします。 

 １６６ページ、１６７ページをご覧ください。一

番上の段になります。駐車場使用料です。出石振興

局分は、出石西の丸駐車場が１４０万１，０００円、

出石庁舎南側駐車場が１３１万２，０００円、出石

鉄砲町駐車場が１，６７万２，０００円を減額して

おります。これを新型コロナウイルス感染症の影響

により利用客減少のため、４月から６月までの使用

料の減によるものです。 

 出石振興局からは以上です。 

○分科会長（浅田  徹） 説明は終わりました。 

 ここで分科会を暫時休憩したいと思います。再開

は１０時４５分。 

午前１０時３５分 分科会休憩 

──────────────────── 

午前１０時４４分 分科会再開 

○分科会長（浅田  徹） それでは、分科会を再開

いたします。 

 第１０８号議案の当局説明は終わりました。 

 質疑に入ります。質疑はありませんか。 

 青山委員。 

○委員（青山 憲司） 今、焦点となってる部分につ

いてお伺いしたいと思います。１点だけです。 

 債務負担行為と、今回、５２０万円の鑑定等が含

まれた予算が含まれているアイティの４階フロア

に関する内容ですけども、先ほどの説明では、サロ

ンは来年の４月開院に向けて動き出してるという

ことでありますけれども、サロン以外の床の撤去に

ついても既に話はできとるかのようなお話がござ

います。この４階フロアの取得部分に、あるいはア

イティの経営等に関して、どこまで話が進んでるの

か、その辺りをちょっと明確にお答えいただきたい

と思います。 

○分科会長（浅田  徹） 都市整備部、澤田部長。 

○都市整備部長（澤田 秀夫） 今、さとう側との話

の中では、まず、４階の学習サロンが入る場所、今、

ゲームセンターがあるんですけれども、そのゲーム
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センターについては年内に移設をしていただく。そ

して、ゲームセンター以外の今、１００円ショップ

とかギフトがあるんですけども、そこが子育て支援

の拠点整備として利用するわけなんですけど、そこ

につきましては来年の６月中までに撤去をしてい

ただきたいということで協議をしております。以上

です。 

○分科会長（浅田  徹） 青山委員。 

○委員（青山 憲司） それは、今おっしゃった内容

は、４階フロアを豊岡市が買い取るという前提での

交渉というのか、話になっておりますが、その合意

についてはどうなんでしょうか。どこまで合意をさ

れてるのか。その今の４階フロアを買って、今の６

月までに床を整備するという話が、果たしてさとう

さん側でどこまで進んでるのか。また、市のほうと

しては、さとうさんとどういった合意がそこまでな

されているのかが、そこのところをもう少し詳しく

お願いします。 

○分科会長（浅田  徹） 澤田部長。 

○都市整備部長（澤田 秀夫） さとう側とは直接書

面とかでは、まだ交わしてはおりませんけれども、

ある程度、議会答弁でもご説明しておりましたけど、

あくまでもまだ口頭での約束でございます。それで、

さとう側にも、あくまでも９月補正で予算が成立し

たら、すぐにステップを踏ませていただきたいとい

うことを言っております。それは、次のステップと

いうのは、当然、不動産鑑定を行って、当然、床の

価格を決定し、それで契約に進むといった、そうい

った手続になりますので、あくまでもまずこの９月

補正が一つの、それをお認めいただけないと次のス

テップにはあくまでも進めませんということは伝

えております。 

○委員（青山 憲司） はい、よろしいです。 

○分科会長（浅田  徹） ほかに。 

 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） くどいようですけども、確認

をまずさせてください。 

 生きがい創造学院のオープンは何月だって。 

○分科会長（浅田  徹） 澤田部長。 

○都市整備部長（澤田 秀夫） 今のスケジュールで

は、４月１日の開校を目指しております。 

○分科会長（浅田  徹） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） それは、豊岡市としては４月

１日ですけども、生きがい創造学院の運営は、何て

いうんか、あっちの学校ね、学院とは、それは約束

されとるんですか。４月１日にこっちに移りますか

らという約束。 

○分科会長（浅田  徹） 澤田部長。 

○都市整備部長（澤田 秀夫） 学院側のほうとは、

当初、もう少し早い時期に完成するという予定だっ

たんですけども、最終的に、遅れ遅れして４月１日

の開校ということで、生きがい創造学院のほうには

伝えております。 

 学院の生徒の方もだんだん減少傾向にあって、も

うこれ以上遅らすことはできないということで、４

月１日の開校を目指しております。 

○分科会長（浅田  徹） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） それは学院側とは４月１日を

目指すとかじゃなくて、４月１日開校しますからと

いう、もう既に約束をしているということですか。 

○分科会長（浅田  徹） 澤田部長。 

○都市整備部長（澤田 秀夫） 口頭で４月１日に、

アイティ４階に上げて４月１日のオープンを行い

ますということを伝えております。 

○分科会長（浅田  徹） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 先ほどの説明で、ゲームセン

ターのところは年内移設だと。さとうとはそういう

口頭での約束。その４月１日開設いったって、こち

らの年内移設が、向こうの撤去が済むと、それを前

提は４階の買収でしょう。そのことが、まだ予算通

っとれへんわけでね、この段階で４月１日開設を約

束しますというのは、ちょっと早過ぎるんちゃう。

どうですか。 

○分科会長（浅田  徹） 澤田部長。 

○都市整備部長（澤田 秀夫） そう言われますよう

に、当然、４階フロアの契約ができて初めてそこに

移転ですけれども、あくまでもこういう事業という

ものは何でもそうですけども、当然、道路なんかで
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も用地買収していって、いつ頃完成目指すというこ

とになりますので、あくまでも、まだ取得はできて

ませんけども、目標年次というのは表明して、どの

事業でもやってると思います。 

○分科会長（浅田  徹） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 道路事業なんかと比較になら

ない大問題をはらんどるわけですから、僕は、軽々

に４月開校に間に合うように準備しますよと、市と

して、というのはちょっと僕は、約束としてね、学

院側にそこまで言うというのはちょっとどうかい

なということを思います。 

 それがもう全部、この９月議会、市長の答弁も副

市長の答弁も、４月１日開校と、このことが大前提

にあるから、この議会でどうでも通してもらわない

とというふうに僕はなってきておると思うんだよ

ね、逆算をして。軽々に判断できないよね、私とし

てはね。まだ、この話聞いてからちょうど一月でし

ょう。一月でこの判断をせえというのは、どだい無

理な話だなと思っています。 

 それと、話ついでに、部長はさとうとの交渉には

参加をしているんですか。 

○分科会長（浅田  徹） 澤田部長。 

○都市整備部長（澤田 秀夫） はい、さとう側との

交渉には入っております。 

○分科会長（浅田  徹） 椿野委員。 

○委員（椿野 仁司） 担当が違うかも分かんないん

だけど、分かってるなら教えてほしいんですけど、

今の村岡さんの質問の中で、もともと生きがい創造

学院は、あそこの場所からいわゆる駅というか、請

願なり陳情が出てきたのを受けて、議会がそれに対

して議案として出てきたのを議決したという経緯

があるんだけども、遅れ遅れになってしまいまして、

いろんな問題があったりして。あれはいつ頃だった

と記憶してますか。生きがい創造学院の話が。（「陳

情の件」と呼ぶ者あり） 

 陳情が出てきて議決したのはいつ頃だったんで

すか。（「４年ほど前か」と呼ぶ者あり） 

○分科会長（浅田  徹） 澤田部長。 

○都市整備部長（澤田 秀夫） ちょっと期日とか日

にちについては、ちょっと私のほうは分かりません。

（「それは議会のほうじゃないですか」と呼ぶ者あ

り） 

○分科会長（浅田  徹） 暫時休憩。 

午前１０時５４分 分科会休憩 

──────────────────── 

午前１０時５９分 分科会再開 

○分科会長（浅田  徹） じゃあ、暫時休憩から、

さらに再開をいたします。 

 今、村岡委員、今のことはもうよろしいか。 

○委員（村岡 峰男） まだ。 

○分科会長（浅田  徹） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） オープンの関係でね、４月の。

例えば議決が前提にあると。そのことも絡んで、例

えば４月、学院は来年度の開校が始まると。今の現

地で開校して、途中でこちらに替わるというような

ことっていうのは不可能ではないですね。確認だけ。

（「向こうはちょっと生涯学習の所管でないから、

ちょっと言えない。」と呼ぶ者あり） 

○分科会長（浅田  徹） 正式な委員会、今進めて

おりますので。 

○委員（村岡 峰男） はい、分かりました。 

○分科会長（浅田  徹） しっかり質問は質問と。

お願いします。 

 今のことについて、答えられますか。 

 澤田部長。 

○都市整備部長（澤田 秀夫） ちょっと今のほうの

関係は、私のほうからは答えることはできません。 

○委員（村岡 峰男） じゃあ、別の角度から。いい

ですか。 

○分科会長（浅田  徹） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） さとうとのこれまでの話の中

で、４階のゲームセンターについては年内に移設と。

あとは来年の６月頃と。となると、年内に移設とな

ると、さとうのこのゲームセンターの部分だけどっ

かほかに、３階から下に、その土地、用地を用意せ

んなんわね。その辺のところは、さとうの中では可

能と言っとったんですか。 

○分科会長（浅田  徹） 澤田部長。 
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○都市整備部長（澤田 秀夫） ２階フロアに空き店

舗ができておりまして、そこにゲームセンターを入

れられるということを聞いてます。 

○委員（村岡 峰男） もう１点だけ、じゃあ。 

○分科会長（浅田  徹） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） それでもうしばらく言いませ

んので。 

 部長も交渉に参加をしたと、しとったということ

を言われましたので、どうですか、交渉事というの

はね、本気で対応しますね、交渉。だから、市長は

再三にわたって、さとうはこの話が、市がね、支援

がなかったら撤退すると、退店するというのは本気

だと、再三にわたって市長は言っとるんですけども、

交渉事に成果を得よう思ったら、必ず本気で交渉し

ないと相手は乗ってくれんわね。それからいったら、

私が聞きたいのは、さとうの退店というのは、本気

度、本当に、部長ね、本当に豊岡市が乗っていかな

んだら退店すると思いながら交渉されましたか。 

○分科会長（浅田  徹） 澤田部長。 

○都市整備部長（澤田 秀夫） 私も２月中旬ぐらい

からこのお話に入って、さとう側と交渉してますけ

ども、やはり４階を取得して駐車料金を下げなけれ

ば退店されるというのは本気です。何回も交渉して

ますけども、やはりそれはひしひしと感じておりま

した。 

○委員（村岡 峰男） もうひとつほんなら。 

○分科会長（浅田  徹） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 交渉事ですからね、交渉事で

すから、相手にひしひしと感じるぐらいの馬力で言

わないと絶対乗れへんわな。だから、それは私はど

うかいなという、今もいろんな条件からいって、さ

とうは撤退しないだろうという思いを持ちながら

おるんですけども、部長がそう思われたんだったら、

それはそれでいいです。それは私はいいですけども。 

 もう１点だけ、市長が盛んに言われるのは、さと

うの経営支援ではないんだと、これは。と言われる

んだけども、経営支援ではないんですか。最初から

さとうは、駐車場が高過ぎて、値段が高過ぎて経営

は大変だと。だから、何とかしてくれと。駐車料金

の値下げということで、４階の買収というのは、さ

とうの側から提示をされた、引き下げるための条件

ですね。だから、それをのむということは、さとう

の経営支援ではないんですか。私は、さとうの経営

支援だと思うんだけども、市長は違いますって盛ん

に言いはるんだけど、さとうに対する経営支援でし

ょう。 

○分科会長（浅田  徹） 澤田部長。 

○都市整備部長（澤田 秀夫） やはりさとうがあの

ビルから出てしまいますと、当然、ビルが幽霊ビル

になってきます。当然、そうすると駅前においての

都市機能というものが失われますし、あと当然、商

業機能も衰退化していくことが考えられます。 

 そこで、さとうに残ってもらう策として４階の床

購入、あるいは駐車料金の引下げということになる

んですけども、やはり基本は、さとうの経営支援で

はなくて、まちづくりのための施策と、こういうふ

うに感じております。以上です。（「よろしいです

か」と呼ぶ者あり） 

○分科会長（浅田  徹） 今の答弁に対してよろし

いですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（浅田  徹） 青山委員。 

○委員（青山 憲司） すみません、これもちょっと

確認なんですけども、万が一、万が一、これは、ど

の議員もさとうが撤退したらいいと思っている議

員はいないと思うんですけども、万が一、さとうさ

んが駅前のアイティビルから撤退をされた、そのと

きの都市開発株式会社の債務自体についてはどう

いうふうに考えておられるのかな、債務というか、

債権も含めて。 

○分科会長（浅田  徹） 澤田部長。 

○都市整備部長（澤田 秀夫） さとうが撤退します

と、駐車料金で賄ってますアイティ豊岡都市開発で

すので、もう当然、駐車料金収入がなくなると、今

の銀行への返済ができなくなって、破綻します。破

綻しますと、当然、債権として、まず銀行のほうが、

今、４銀行が抵当として押さえてますので、まず、

４銀行のほうが取っていきます。当然、豊岡市の貸
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付けの７億円につきましても、当然、これも破綻し

てしまいますと、返ってこなくなるということにな

ろうかと思います。そして、やはり最終的に、駅前

再開発で建てた駐車場ビルですので、最後、豊岡市

のほうに何とかしろよというような声が出るんで

はないかと、そうすると、また、仮に買い取ったり

しますと、それの運営費とか、そういったものが非

常にかさんできますので、さらなる市の支出が増え

るんではないかというふうに考えております。 

○分科会長（浅田  徹） はい。 

○委員（青山 憲司） 今、市のほうの対応について

お話があったんですけども、一方で、さとうさんに

とってみれば、融資しておられる債権６億円が、破

綻によって、それが入らなくなると、そのことにつ

いての話っていうのは何かされたんでしょうか。 

○分科会長（浅田  徹） 澤田部長。 

○都市整備部長（澤田 秀夫） さとうさんも債権と

して６億円持っとられますけども、仮に出ていって、

さとうさんが出ていって、６億円、アイティ都市開

発が破綻して、６億円が仮になくなっても、それは、

もうそのときいっときで終わるので、それはやむを

得ないというふうにさとう側からは聞いてます。 

○分科会長（浅田  徹） 青山委員。 

○委員（青山 憲司） その６億円の債権を放棄せざ

るを得ないと、会社が破綻した場合ですね。そうな

ってしまう、当然、豊岡市も同じく、同じ痛みを味

わうわけなんですけども、その後に、例えば一般質

問でもあったんですけれども、アイティ豊岡の保有

床っていうやつね、さとうさんの、そこについては

当然、固定資産税も必要になってくるかと思うんで

すけども、そういったことはこれからもずっと継続

していくというふうな考え方になってしまうんで

すけれども、果たして、さとうさんがそういうこと

を踏まえて、将来的なことも踏まえて、どこまで考

えておられるかっていうようなところは、今の破綻

するっていうことも前提にした撤退ということの

中で、さとうさんはどこまで考えておられるのかっ

ていうのは議論されたんでしょうか。 

○分科会長（浅田  徹） 澤田部長。 

○都市整備部長（澤田 秀夫） 破綻した後、当然、

アイティビルももう営業してないと、ただ、先ほど

おっしゃいましたように、固定資産税だけはずっと

払っていかんなんというのは、それは前の山王店の

ときでもあったように、床を持っとる限り、土地を

持っとる限り、それは払わなければならないという

ことはおっしゃってました。それ以上のことは言わ

れませんでした。（「もう１点だけ」と呼ぶ者あり） 

○分科会長（浅田  徹） ああ、はい。 

 青山委員。 

○委員（青山 憲司） ちなみにさとうさんが撤退し

た場合の固定資産税、アイティ豊岡店の、ちなみに

どれぐらいになるというふうにお考えですか。 

○分科会長（浅田  徹） 澤田部長。 

○都市整備部長（澤田 秀夫） ちょっと個人情報に

なりますので、ちょっと控えさせていただきたいん

ですけども。 

○分科会長（浅田  徹） 個人情報……（「議事録

に残ると思う」と呼ぶ者あり）議事録……（「じゃ

あ、暫時休憩して」と呼ぶ者あり） 

 暫時休憩。 

午前１１時１０分 分科会休憩 

──────────────────── 

午前１１時１７分 分科会再開 

○分科会長（浅田  徹） 分科会を再開いたします。 

 そのほかに。 

 松井委員。 

○委員（松井 正志） いいですか。 

○分科会長（浅田  徹） はい、どうぞ。 

○委員（松井 正志） ３点お聞きというか、確認を

させていただきます。 

 さっき、青山委員の質問の中で、駐車場収入が入

らなかったら、アイティ豊岡都市開発の駐車場部分

が、第三セクターが倒産しそうだということで、そ

の責任が市に来るというふうな発言をされました

けれども、私はそれ認識間違いだと思います。まず、

出資者、出資者が責任取るべきじゃないかと思うん

ですけども、それについてはいかがでしょうか。 

○分科会長（浅田  徹） 澤田部長。 
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○都市整備部長（澤田 秀夫） 出資者、大口出資者

が豊岡市とさとうになってきます。その２つで……。 

○委員（松井 正志） だから、市に来るっていうの

は、さとうさんと市に来るんでしょう。 

○都市整備部長（澤田 秀夫） はい、まあ、さとう

さんと市に来ます、８８％を出資してますので、そ

の両者で。でも恐らくそこで、さとうさんのほうは

どこまで対応していただけるんかというのが一つ

問題となります。どうしてもそこで、市はやはり最

後、責任取れと言われたら、やっぱり逃げれないと

思いますので、それで、市のほうでっていうことを

言ったんです。（「それはさとうさんと一緒だって。

個人で商売してるのと一緒だって」と呼ぶ者あり） 

○分科会長（浅田  徹） 松井委員。 

○委員（松井 正志） それをあえて市だけが責任取

らんなんという認識を部長自身が持っとったらね、

判断を誤るんじゃないかと思うんですわ。だって、

さとうさんだって、地元でいろんなところに店舗持

ってる企業でしょう。その方が、あそこで自分は知

りませんというようなことで逃げられたらね、評判

であるとか、社会的信用だとか、相当、そんなこと

は許されない状況になると思うんですけども、それ

分かりませんか、その理屈は。 

○分科会長（浅田  徹） 澤田部長。 

○都市整備部長（澤田 秀夫） はい、確かに松井議

員おっしゃるように、やはりそこで逃げてしまった

ら、当然、今まで商売してきた信用とかいうのがあ

りますので、それは、まあ、おっしゃることはよく

理解できます。 

○分科会長（浅田  徹） 松井委員。 

○委員（松井 正志） それは認識をね、市だけに来

るという前提で物事を考えられたら、全てが違う方

向に自分で誘導しちゃってしまいますので、ぜひそ

れは原則を考えていただきたいと思います。その原

則の中で、現在も資本金が１億８，１００万円だと

思います。ちなみに１株当たりは、現在、時価で幾

らでしょうか。 

○分科会長（浅田  徹） 澤田部長。 

○都市整備部長（澤田 秀夫） １株、５万円です。 

○分科会長（浅田  徹） 松井委員。 

○委員（松井 正志） 社長は２株持ってるっていう

ことなんですけども、社長のほうのお話、誰とは言

いませんけども、金を払った記憶がないということ

を言われとる社長さんがいらっしゃいます。という

ことは、会社で負担してるのか、どこで負担してる

のか、ちょっと分かりませんけども、本来は、本来

は社長になる、一般の会社ですよ、本来、一般の会

社では、社長になるために株主にならなければなら

なかった、自分でお金を出されると思うんですけど

も、今回、アイティの場合は、自分で金を出されて

ないというふうな懸念があるんですけども、そうい

う情報だとか、事実とか確認されてませんか。 

○分科会長（浅田  徹） 澤田部長。 

○都市整備部長（澤田 秀夫） 今の社長が、アイテ

ィ都市開発株式会社の社長が株主になっておられ

ます。ただ、前の社長から名義が変わっただけかと

いうふうに私は思ってるんですけども。 

○分科会長（浅田  徹） 松井委員。 

○委員（松井 正志） 澤田部長も取締役ですから、

経理のほうは責任があると思いますけども、じゃあ、

そのね、１０万円の株主はどこで経理されてますか、

会社上、個人が、例えば誰かが買われたのを名義か

けられておられるのか、それとも、そうではなくて、

会社の所有しているものを回されてるのか、分かり

ますか、分からなかったら、まあ、いいですけども。 

○分科会長（浅田  徹） 澤田部長。 

○都市整備部長（澤田 秀夫） ちょっとそこまでは

把握しておりません、すみません。 

○分科会長（浅田  徹） 松井委員。 

○委員（松井 正志） 結構です、そういうふうな話

があるという事実だけは、また理解しておいていた

だきたいと思います。 

 それから、一般質問の議論の中で、アイティの駐

車場、坪当たり１万７，１００円でしたかね、あの

金額と、それ以外の市内のアイティ、もとへ、さと

うさんの駐車場の４，０００円という比較が出たん

ですけども、アイティの場合は、先ほどの委員長の

発言の中にもありましたけど、一等地で土地の単価
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も高かったと、駅前のあたりは、そういう状況であ

ると、単純に４，０００円と１万七千幾らを比較す

るっていうのはそもそもおかしいんじゃないんで

すか。１万７，０００円っていうのは、その周辺の、

駅前周辺の価格が反映した価値であれば、単純に比

較したら、それは金額は差が出てしまいます。もち

ろん４，０００円と比較したら高いのは高いと思い

ますよ。だけど、そういう配慮した上で資料を説明

しないと、一方的に自分たちの有利なような資料作

成であり、誘導ではないかと思うんですけど、それ

についていかがでしょうか。 

○分科会長（浅田  徹） 澤田部長。 

○都市整備部長（澤田 秀夫） やはり駅前で一月止

めようと思ったら、今のアイティの駐車場でも一月

やっぱり８，０００円取ってます。まあ、８，００

０円から１万円ぐらいだと思います、周辺でも。で

すから、それと比べますと、やっぱり１万７，００

０円というのは高額であるというふうに思います。 

○分科会長（浅田  徹） 松井委員。 

○委員（松井 正志） もちろん高いとも分かってま

すけども、ただ単純に４，０００円と１万７，００

０円の比較して、その差が幾らというふうな説明さ

れましたわね、私はそれは数字のトリックというん

か、議員を欺いとるとは言いませんけども、ああ、

議員だとこの程度の資料でいいなというふうな程

度で作成されてるように、あるんですけども、そう

思いませんか。 

○分科会長（浅田  徹） 澤田部長。 

○都市整備部長（澤田 秀夫） あくまでも、実際の

価格に基づいて比較をしておりますので、決して、

議員さんに対してこのぐらいな説明でいいわとか

いうようなことは決して思っておりませんので。 

○分科会長（浅田  徹） 松井委員。 

○委員（松井 正志） 最後の質問です。 

 ８月１７日の全員協議会のときに、議員のほうか

ら要求をした資料の中に、組合員の状況、床所有者

という資料があったと思うんですけども、それ記憶

されてますね。私、これについてどういう性格のも

のかっていうの、二、三週間前に部長に聞いたと思

うんです。それをいまだになって、まだ説明を聞い

てないんですけども、その態度についてはいかがで

しょうか。 

○分科会長（浅田  徹） 澤田部長。 

○都市整備部長（澤田 秀夫） レターケースのほう

に文書としてつけて入れさせていただきましたけ

れども。今の区分所有の関係の説明をペーパーで入

れさせていただいてますけど。 

○分科会長（浅田  徹） 松井委員。 

○委員（松井 正志） レターケースの前に見てたこ

とを、議長と副議長は、そこに入れずに机の上に置

けっていうふうな指示があると思うんですけども。

（「それは全員か、我々もおったんか、全員に」「そ

れはでも事務局が置いてるんだろ」と呼ぶ者あり） 

 渡ってないんで一般質問でも取り上げれなかっ

た内容があるんです。これからちょっとそのことを

申し上げますと、現在、さとうさんは、５００の議

決権数のうち２１５、ほんで、アイティ豊岡都市開

発が１２５、豊岡市が６１ですね。５００のうち、

さとうさん、藤屋さんが２１５を占めておられます

ので、大株主、大議決権数か、この議決権というの

はそもそもどういう性格のものですか、その資料を

見てないんで、回答の資料を見てないんで、そのこ

とをまず説明してください。 

○分科会長（浅田  徹） 澤田部長。 

○都市整備部長（澤田 秀夫） 区分所有、区分所有

法による第３条により……（「３８」と呼ぶ者あり）

ああ、３８条、すみません、区分所有法第３８条に

よって、議決権の割合というものが決められており

ます。基本的には、持っている床の面積に対して議

決権数というものが配分されます。 

○分科会長（浅田  徹） 松井委員。 

○委員（松井 正志） その議決される内容というの

はどういう項目についてされますか。 

○分科会長（浅田  徹） 澤田部長。 

○都市整備部長（澤田 秀夫） 今のアイティ管理組

合法人の中でのいろんな決め事について議決され

るというふうに認識してます。 

○分科会長（浅田  徹） 松井委員。 
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○委員（松井 正志） ということは、アイティのビ

ル、いわゆる立体駐車場以外の建物についての運営

であるとか、改築であるとか、そういうことを決め

られるというふうな内容、運営そのものについて決

められる内容ということでよろしいですか。 

○分科会長（浅田  徹） 澤田部長。 

○都市整備部長（澤田 秀夫） 範囲としましては、

商業ビルと駐車場ビルも含めて対象となります。 

○分科会長（浅田  徹） 松井委員。 

○委員（松井 正志） なら、ビルと立体駐車場全て

ということですか、分かりました。 

○分科会長（浅田  徹） 松井委員。 

○委員（松井 正志） 今回の４階を取得すると、市

はこの議決権数はどのぐらい増えると予測されて

いますか。 

○分科会長（浅田  徹） 澤田部長。 

○都市整備部長（澤田 秀夫） ちょっと今、６１あ

るんですけども、ちょっと詳細なとこまでは今、分

かりません。 

○分科会長（浅田  徹） 松井委員。 

○委員（松井 正志） 大体これ、７階の部分が６１

だろうと思いますんで、そうなると、４階を全部で

はないということであれば、例えば５０ぐらいだと

したら、そうですよ、１１１ぐらいになります。一

方、藤屋さんは２１５から５０が減ると１６５ぐら

いになります。これを、この事実というのはね、要

するに藤屋さんの議決権数が減って、市が増えます。

さらに、市は、先ほども部長があったように、第三

セクターについての責任も、さとうさんと対当と言

いながら、余分に負担せんならん気持ちを持ってお

られるということはね、１２５を加えて、それから

６１加えて、５０加えると、相当な割合になります

ね。さっき言いましたように、この組合管理法人の

議決の意味いうのは、アイティの建物と、それから

立体駐車場全体を管理するという性格を持ってる

んであればね、市は、今回取得することによって、

さらに責任が増えてくるんじゃないですか。市長は、

今回の取得によって、４階取得によって、アイティ

の経営には全然関係しませんということを明言さ

れましたけども、この事実だけ見ると、責任が増え

てくる、負わされるんじゃないですか、そういう認

識はありませんか。 

○分科会長（浅田  徹） 澤田部長。 

○都市整備部長（澤田 秀夫） はい、確かに４階を

取得することによって、議決権数は当然増えてきま

すので、そういった責任は当然増えると思います。 

 それと、先ほどのアイティ都市開発の株、株の関

係と、ちょっとこの今の床のとはちょっと別だと思

いますので。 

○分科会長（浅田  徹） 松井委員。 

○委員（松井 正志） 厳密に言ったら別ですけども、

要するに都市開発が持ってる１２５と市の現在６

１と、それから５０増えたら、それを加えた分と、

藤屋さんの分が減るというのを考えるとね、市の責

任が自動的に多くなる、責任を負わざるを得ないよ

うな状態になってくると思うんですわ。ほんで、一

般質問で、市長は、アイティ建物そのものの経営の

問題だから、市は全然関係ないと言っておられます

けども、これだけ見ても、責任を負わざるを得ない

ような状況になってくるというふうに思うんです

わ。思われませんか。ああ、さっき思うって言いな

ったな。と、以上で終わります。こういう事実だけ

でいいです。 

○分科会長（浅田  徹） 今のはよろしいか。 

○委員（松井 正志） ああ、いいです、いいです。 

○分科会長（浅田  徹） 椿野委員。 

○委員（椿野 仁司） 青山先生がでも……。 

○委員（青山 憲司） ああ、いいですよ、先に、先

に。 

○委員（椿野 仁司） いいですか、たまには言わせ

てもらわんとな。 

○分科会長（浅田  徹） 椿野委員。 

○委員（椿野 仁司） 担当部長も道やら橋やら遊具

が動かないとか、商業まで大変だわ、本当に、ご苦

労さん。 

 それだけ言って終わるつもりはありません。いろ

いろと思う、考えるっていうことはそれぞれの議員

もそうだし、市もそうなんだろうけども、まあ、こ
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れ正直言って、さとうがね、市に相談かけずに、５

１億円も累積があって、赤字があって、昨年度が２

億５，０００万円か、赤字だけで。もう私だったら

退店しますね、やっとられんわと思って。そしたら

ね、これ、大きな問題になってますよね。もう例え

ば幾ら、幾つか相談したけれども、無理だと言われ

た、退店しちゃうね、さとう退店したら、もうあそ

こ潰れちゃうよね、うん。そう思いました。これも

思いますで終わりです。 

 ちょっと今の子育ての支援の関係になると、ここ

ではちょっと一緒じゃないと思うんだけど、ちょっ

と確認したいんだけど、いずたやを、あれを取得し

て、生きがい創造学院をつくるといったときに、た

しか合特債だったよね、あれを使うということだっ

た。それで、今回、あれをちょっと形でも残さない

といけないんで、残さないと合特債というものが受

けれないというようなこともあって、でも、いろい

ろと市のほうは努力してくれて、知恵を働かせて、

まあ、あそこを平地にしても公園という形で交流広

場ということで、それで本当にうまくいくんだった

ら、そうにこしたことはない、私はそれでいいと思

うんです。 

 もう一つは、今、例えば４階を取得することの、

その今、今、この１０８号議案でやってるんだけど、

これが遅れることによって、例えばさっきもあった

よね、生きがい創造学院のほう、子育て関係は、さ

っき、最終的には６月ぐらいに全て出てってもらっ

て、でも、この計画が、乗せようと思った場合に、

９月で例えば間に合わなくなって、例えば１２月っ

ていったときに、このいわゆる地方創生、たしか地

方創生交付金か何かっていう話があったと思うん

だけど、それは国に対して申請するのは、それは間

に合うの、間に合うのっていうか、準備が整ってい

るんですか、今のこの遅れちゃった場合はどうなっ

ちゃうの。 

○分科会長（浅田  徹） 澤田部長。 

○都市整備部長（澤田 秀夫） 今のスケジュールで

は、子育て支援の構想策定を１２月までに固めて、

国に地方創生交付金の申請を、１月に計画書を出さ

なければなりませんので、遅れてしまうと、当然、

国への地方創生の申請もできなくなりますので、そ

ういうことになります。 

○委員（椿野 仁司） そういうことになりますって

……。 

○分科会長（浅田  徹） 椿野委員。 

○委員（椿野 仁司） だから、その地方創生の交付

金が受けれないということは、何かほかにまだ知恵

を出せばいいんだろうけども、市としては有利な、

いわゆる不利益なことじゃなく、不利益を講ずる場

合があるということですか。 

○分科会長（浅田  徹） 澤田部長。 

○都市整備部長（澤田 秀夫） 今も地方創生の交付

金は、事業費の５０％に当たりますので、それがな

くなるということは、例えばほかの合特債を入れる

にしても、やはり市としてはそんだけ負担は大きく

なります。 

○委員（椿野 仁司） はい、分かりました。 

○分科会長（浅田  徹） かなり、ああ。 

 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 確認方々２点ほどお尋ねする

んですが、アイティ都市開発のいわゆる破綻回避で、

破綻だって言ったら、市長が違うって、こう言った

もんで、破綻回避、そのときに６００万円、豊岡市

は、ああ、６００じゃない、６億円、７億円の劣後

債権化に踏み切って、そのときに駐車料金について

も見直しがありましたよね。その後、今日までに、

駐車料金については２回見直しがされてますね。

（「４回」と呼ぶ者あり）今日までに。１回は、駐

車料金引下げのために豊岡市が追加で５００万円

かな、毎年負担をするというのと、もう１回は、さ

とうの駐車料金の引下げのためだけにある支援を

するということがあって、私は、今回が３回目の、

破綻回避後ですね、駐車料金の引下げ要求ではない

のかなと思うんですが、まずそのことを確認させて

ください、その５００万円ずっと、今もプラスにな

っとるんですね。 

○分科会長（浅田  徹） 澤田部長。 

○都市整備部長（澤田 秀夫） まず、駐車料金の推
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移なんですけど、ちょっとそれから説明させていた

だきます。 

 まず２００２年の８月に基本合意を行いました。

そのときに、藤屋は坪単価２，７００円、藤屋以外

の各専門店というのが２，３００円でスタートしま

した。それが、２００９年、平成２１年ですけども、

ここで専門店だけを２，３００円から１，９００円

に下げております。この専門店というのはテナント

さんのことでございます。テナントだけが……（「藤

屋のテナント」と呼ぶ者あり）いえ、藤屋のテナン

トじゃないです。一般の方が床を持っとられて、そ

の上に店を出しとられる方です。藤屋以外の床に店

を出しとられる方の分を下げてます。それから、平

成２３年、２０１１年なんですけれども、このとき

に、藤屋の中でもテナントとなってる分、この分に

ついて値下げをしております。それと同時に、先ほ

ど藤屋以外が持っているテナントの方もまた値段

を下げております。このときに、豊岡市の駐車料金

６００万円から、この年は７００万円なんですけど、

これは、本来なら４００万円を上げるとこだったん

ですけども、１月、２月、３月、その３か月分だけ、

４分の１の１００万円を上乗せしてます。次の年か

ら、豊岡市は１，０００万円の駐車料金払ってます。

この４００万円増えたことによる、これを原資とし

て、先ほど藤屋の専門店、それと、テナントなんか

の料金を引き下げしてます、それを原資として。 

○委員（村岡 峰男） 何ぼになったの。 

○都市整備部長（澤田 秀夫） こういった経過があ

ります。 

○委員（村岡 峰男） ２，７００円が何ぼに。 

○都市整備部長（澤田 秀夫） １，５００円になっ

てます。 

○委員（村岡 峰男） ２，７００円が１，５００円。 

○都市整備部長（澤田 秀夫） いやいや、２，７０

０円が、いや、２，３００円が……。 

○委員（村岡 峰男） いや、専門店はね。 

○都市整備部長（澤田 秀夫） ああ、すみません、

藤屋の専門店が、２，７００円から２，２００円に

なってます。それから一般の専門店が、１，９００

円から１，５００円になってます。 

 ちょうどこの今、ご説明した資料については、皆

さん、議員さんのほうに……（「配付したな」と呼

ぶ者あり）はい、配付はさせていただいております。

ちょっとその説明です。 

 それと、平成２８年、２０１６年なんですけれど

も、このときは、改定をしてるんですけども、これ、

消費税を除いた額で変えてますので、実際、金額の、

どういうんですか、上がり下がりはございません。

そして、令和元年に初めて藤屋、藤屋の分が２，７

００円から２，５７２円に、ああ、すみません、初

めて、税抜きの２，５７２円から２，３８１円に変

更となってます。 

 ですので、全ての藤屋、藤屋の専門店、それから

テナントの方が全て４回変更になったというわけ

ではございません。 

○委員（村岡 峰男） 藤屋、さとうの要求に基づく

変更は３回ということだな。 

○分科会長（浅田  徹） ほかにありませんか。 

 青山委員。 

○委員（青山 憲司） すみません、もうこれで最後

にしたいと思うんですけれども、これも確認なんで

すけども、平成１４年、会社再建当時、豊岡市は、

社長と監査役の報酬を負担するというふうな話が

あったと記憶しとるんです。それは現状、どうなっ

てるのか、そのときに、もうしないという話で、も

う三セクのほうでその報酬は賄われているのか、あ

るいは市が負担しているのか、その点についてちょ

っと確認をしたいと思いますのと。 

 もう１点、もう１点は、今日配られた資料で、こ

の所有者別の駐車料金を見ますと、これちょっとさ

っき計算したんですけれども、これでいくと、一般

質問でも答弁されてた駐車料金のさとう分の軽減

額が大体８，２００万円でしたっけ、９，６００万

円でしたか。８，２００万円ね。ところが、これを

見ると、さとうのこの駐車料金を比較すると、４，

８５６万円にしかならないんですけれども、残りの

分はどういうふうに理解したらよろしいんだろう。 

○分科会長（浅田  徹） 澤田部長。 
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○都市整備部長（澤田 秀夫） 維持管理費の分が入

ってきますので、維持管理費と修繕積立金が上乗せ

されてますので、これは駐車場以外には、そういっ

た管理費、修繕積立てがありますので、合計８，２

００万円の減額となります。 

○委員（青山 憲司） 駐車料金に関してですね。 

○都市整備部長（澤田 秀夫） はい、これは駐車料

金に関してだけです。 

○委員（青山 憲司） いやいや、いい、よろしいで

すか。 

○分科会長（浅田  徹） ああ、今の答弁に対して。 

 青山委員。 

○委員（青山 憲司） アイティ駐車場の料金は、年

間９，６００万円の割高だというふうに言われてる

んで、そのうち８，２００万円、駐車料金の、じゃ

あ、維持管理費とか、そういったもんが余分に要る

っていうことね。 

○分科会長（浅田  徹） 澤田部長。 

○都市整備部長（澤田 秀夫） 駐車料金が９，６０

０万円割高だっていうのは、周りの平地にある店舗

と比べたら９，６００万円割高になってるというこ

とで、議会で出しております資料の８，２００万円

というのは、平成１９年度の支払い額と、今度見直

しした額の平成１９年と平成２１年の比較で８，２

００というのが出てますので、ちょっとそこが違う

とこです。 

○分科会長（浅田  徹） よろしいか。 

 青山委員。 

○委員（青山 憲司） ちょっと分からんけど、この

今日もらった資料で、さとうさんの分だけをちょっ

と計算すると、今年の４月で１億１，９９３万７，

０４７円が、今度台数が減ることによって７，１３

７万４，９８０円になりますよね。これは、今のさ

とうさんにとって駐車料金の減額分というふうに

なって、それが４，８５６万円になるんですけれど

も、その８，２００万円との差についてちょっと確

認したいんですけど。 

○分科会長（浅田  徹） 澤田部長。 

○都市整備部長（澤田 秀夫） 先ほど言いましたよ

うに、管理費、管理費と修繕積立てが、床面積が少

なくなることによって減ってきますので、それがオ

ンされます。 

○委員（青山 憲司） その分入ってるということ。 

○都市整備部長（澤田 秀夫） はい、そうです。 

 それと、社長の給与の件ですけども……。 

○委員（青山 憲司） 監査役とね。 

○都市整備部長（澤田 秀夫） 監査役と。全部この

アイティ都市開発の中で支払われていると。 

○委員（青山 憲司） 会社の中で支払われてる。 

○都市整備部長（澤田 秀夫） 会社の中で、はい、

市から払ったりはいたしておりません。 

○分科会長（浅田  徹） 松井委員。 

○委員（松井 正志） すみません、ちょっと申し訳

ない、１点、借入金の返済の関係なんですけども、

現在は金融機関に返されてると思うんですけども、

青山議員が、決算だったかな、今回かな、資料要求

されとる借入金返済関係という資料があるんです

けども、それは持っとられますか。それでもいい、

何でもいいんですけども、現在、金融機関には幾ら

ずつ返されてるかっていう、何かそれを教えてほし

いんですわ。まあ、青山議員に聞いたほうがええか

な。 

○委員（青山 憲司） え。 

○分科会長（浅田  徹） 澤田部長。 

○都市整備部長（澤田 秀夫） 金融機関への返済額

なんですけども、日本政策投資銀行……。 

○委員（松井 正志） 合計でいいです、はいはい。 

○都市整備部長（澤田 秀夫） 合計でいいですか。 

○委員（松井 正志） ３年に何ぼとか、そういう感

じで、もし分かったら、数年度が分かったら。 

○都市整備部長（澤田 秀夫） はい。これ、平成２

９年度に借換えをしてますので、平成２９年度から

６，０８０万４００円、６，０８０万４００円を…

…。 

○委員（松井 正志） 金融機関全体ですね。 

○都市整備部長（澤田 秀夫） はい、そうです、全

体で。それを２０２９年までに返します。 

○委員（松井 正志） ああ、２０２９までずっと定
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額ですか。 

○都市整備部長（澤田 秀夫） はい、そこまでずっ

と定額です。６，０８０万４００円を２０２９年度

まで返しまして、最後、２０３０年に１，１６４万

３，６００円、これを返済して金融機関への完済と

なります。その翌年から、豊岡市とさとうへの返済

開始ということになります。 

○委員（松井 正志） 委員長、もう一つ。 

○分科会長（浅田  徹） 松井委員。 

○委員（松井 正志） ちょっと僕、お恥ずかしいん

ですけどね、アイティの決算書の中でこの六千幾ら

のお金っていうのはどこに支出のあれは入ってん

ですかね、一般的に公表されとる決算書の中では。

損益計算とか、販売及び一般管理費なのか、そうい

うとこに入っとるんですか、それとも、全然入って

ないとこに上がっとんですかね。 

○分科会長（浅田  徹） 澤田部長。 

○都市整備部長（澤田 秀夫） 決算の中の貸借対照

表をお持ちですかね。（「はいはい、持ってます」

と呼ぶ者あり）その中の負債の部、流動負債という

ことで、短期借入金６，０８０万……。 

○委員（松井 正志） ああ、これか、ああ、なるほ

ど、なるほど、分かった、分かった。 

○都市整備部長（澤田 秀夫） はい、ここに入って

ます。 

○委員（松井 正志） はい、了解です。はい、分か

りました、はい。 

○分科会長（浅田  徹） いいですか。（「はい」

「最後だって言いなったちゃうん」「思ったんだけ

ども」と呼ぶ者あり） 

 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 交渉に参加をされた部長にな

んですけども、さとうの累積赤字五十何億だったん

かな。年々も赤字があるんだけども、さとう自身が

つくってきた赤字というのはね、アイティができた

ときには、バザールなんていうのなかったと思うん

ですね、バイパスも九日市も、あちこちの。同時に、

その当時はトヨダというスーパーが豊岡の中には

結構あって、そのトヨダのスーパー全部、事実上さ

とうが買収してね、今はもうさとうもトヨダもあら

へんと。したら、バザールでその４，０００円とい

う駐車料金を比較しとんさるんだけれども、バザー

ルやあちこち展開したそういう店舗の売上げ、そち

らは全部黒字だっていうわけでしょう、ほとんど、

アイティ以外は黒字だっていうんだから。そうする

と、さとう自身がそういう店舗を展開したことが、

アイティにおける赤字の要因の一つであるという

分析はさとうはしとんさる、しとんさらへん。 

○分科会長（浅田  徹） 澤田部長。 

○都市整備部長（澤田 秀夫） そこまでは把握は何

も聞いておりません。 

○分科会長（浅田  徹） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） それ、この２０年弱で小売市

場の大変化というのもありますけども、その中で、

さとうが、それはいろんな努力されたと思います。

努力をされて、努力をされて、バザールの店舗開店

もその一つだと思うんですけども、そのこと自体が

アイティにおける赤字を増幅するという結果に、結

果的にはなっとるんですね。 

 それから、それを、これまでに駐車料金の引下げ

等々も何回かあって、下げてきた。駐車料金が高い、

今度また、この４階の買収と駐車料金の引下げの提

案で、応じたらね、小売市場の大変化で５年後、１

０年後は分からへんって言われるけども、５年後、

１０年後に厳しいと、今度は３階の買取りを求めら

れたら、豊岡市はどうするんだろう。そんなことは

考えてないの。 

○分科会長（浅田  徹） 澤田部長。 

○都市整備部長（澤田 秀夫） また赤字が続いたら

と、３階の買取りについては今回、駐車料金を下げ

ることによって、これまで、さとうさんの赤字の大

きな要因は高い駐車料金を払っとったのだという

ので、今回、４階を買ったりしてますけれども、今

度、例えば赤字になったから、３階を取得してくれ

と言われても、今度は、さとう側から市に対して正

当な理由ではないと思いますので、それはもう自社

の営業の話ということで、そういった、こちら、豊

岡市からしても、買い取るような理論にはならない



 25

というふうに思います。 

○分科会長（浅田  徹） よろしいか。 

 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） それは、さとうの思われるの

は自由ですけども、正当な理由があるかどうかより

も、商売として成り立たないと、こう言われたら、

あそこでね、成り立たないからって言われたら、そ

れも正当な理由でしょう。私はそう思うんで、商売

人としてね。まあまあ、よろしい、まあ、はい。 

○分科会長（浅田  徹） 澤田部長。 

○都市整備部長（澤田 秀夫） やはり駐車料金が、

今までは駐車料金が原因でした。その駐車料金の原

因というのをここで１回取り払ってますので、たと

えもう赤字になっても、それはもうさとうさんの責

任というふうに思います。 

○分科会長（浅田  徹） よろしいか。（「私は最

後だと言ってませんので、まだいいですか」と呼ぶ

者あり） 

 椿野委員。 

○委員（椿野 仁司） 村岡さんからもありいの、一

般質問でもありいの、いろんなところで、村岡さん

というのは今の委員会です、委員会でも発言があっ

たんだけど、その単なる企業支援ではないかってい

うことを論じられとるんで、私はそうではないとい

う認識がある、思いを持ってるんで、さっき言った

ような思い思いなので、それは正論というつもりは

全くないんですけれど。ただね、全員協議会、８月

１７日の全員協議会の資料にアイティ４階フロア

の取得と、子育て支援総合拠点等の整備についてと

いう資料をいただいたときに、結論と、その次の提

案の背景、概要っていうのがあるんですよね。ここ

にね、２０１９年１０月の株式会社さとうが、全部

は読み上げませんけども、さとうから豊岡市の支援

が得られるのであればということで、その結果とい

うことで、駐車料金を２，３８１円、１坪、月から、

１，８００円に下げてということが条件に上がって

ますね。それであれば、さとう豊岡店の営業を継続

することで、関係者さんの合意が得られたというふ

うに、こういう資料をもらってます。それを今の企

業支援だというふうに受け止めている人と、私は別

にそういう、大意で言えば、豊岡市全体のことから

いえば、駅前再開発や豊岡、取りあえずいろんな今

の現状を考えると、単なる企業支援ではない、豊岡

市が大いに関わった、このアイティを構想で練った

時代でのことを背景にすれば、こんなもの、浅田さ

んじゃないけど、私はそこまではようしゃべりませ

んけれども、でも、基本的にはやっぱり当初豊岡市

が計画した計画なので、それにさとうが一緒になっ

てやってこられたということから考えれば、僕は、

双方ともにやってという考え方でいけば、ここの文

章についてだけを捉えれば、何も企業支援じゃない

と思うんだけど、それについてはいかがですか。ま

あ、同じ考えだと思うんだけどね。 

○分科会長（浅田  徹） 澤田部長。 

○都市整備部長（澤田 秀夫） やはり議員おっしゃ

るように、駅前再開発事業からずっと続いてきてお

りますので、あくまでも、先ほども言いましたけど、

都市機能と商業機能を維持するために必要な建物

と、アイティ自体が必要な建物、施設というふうに

認識しておりますので、議員と同様、企業支援とい

うようなことは思っておりません。 

○委員（椿野 仁司） 何回も同じことなのでやめま

す、いいです、もう。 

○分科会長（浅田  徹） かなり時間を割いて、そ

れぞれ質疑していただきました。時間の関係で止め

ようとはいたしません。 

 さらに何かこれだけはというふうなことがあれ

ば、まだ全然、私は止めるつもりはありませんので、

忌憚のないやっぱり質疑を……（「いいですか」と

呼ぶ者あり）ああ、結構ですよ。（「いいですか」

と呼ぶ者あり）はい、どうぞ。 

○委員（青山 憲司） なら、最後に私、確認させて

もらいます。 

 今の、企業支援ではないというところのお話があ

りましたので、９月１０日の議員配付資料で、私、

市長にも議員の懇談会の席で言いましたけれども、

さとうさん自身は、純粋にさとうの経営に起因する

赤字幅は２億６，０００万円のうち１億６，４００
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万円であるというと、これは、さとうさんが経営に

起因する赤字２億６，０００万円のうち、これをあ

ると言えると。さとうの最大の要望は自身の責任に

属することが明白なこの部分に関したものでなく、

駐車料金が割高であることに向けられていると、ね

え、２億６，０００万円のうち１億６，４００万円

は、さとうさんの経営に関する赤字だというふうに、

これは認められとるということですよね。 

 であるならば、９，６００万円の赤字圧縮につい

ての対応だけすればいいというふうに思うわけな

んです。さとうさんが自身の経営に関する赤字は１

億６，４００万円だと言っておられるんであれば、

駐車料金に関する議論だけすればいいことであっ

て、４階フロアの取得に関するとこまでというのは、

むしろ経営に関するところの部分だというふうに、

私はこれを見て読み取るんですけれども、違うんで

しょうか。 

○分科会長（浅田  徹） 澤田部長。 

○都市整備部長（澤田 秀夫） 今のさとうさんの減

らす額を駐車料金だけで対応しようとしますと、ア

イティ豊岡都市開発の駐車場経営のほうが成り立

たなくなりますので、そういったことでやはり４回

フロアの取得と抱き合わせをしないと対応できな

いという、こういうことになっております。 

○分科会長（浅田  徹） 青山委員。 

○委員（青山 憲司） その今回のやり取り見てると、

４階フロアの買取りは、さとうさんからのお話です

よね。であるんならば、何でここにさとうさん自身

が、駐車料金が割高であるというふうにされてある

のであれば、４階フロアというのはこの時点で出て

こないというふうに私は思うんですけどね。出てく

るんであれば、駐車料金と４階フロアがセットで、

一番最初から要望として出てくるっていうのが、私

は筋じゃないかなと思うんですけども、違うんでし

ょうか。 

○分科会長（浅田  徹） 澤田部長。 

○都市整備部長（澤田 秀夫） 結局、先ほども言い

ましたけども、最初は駐車料金では対応できないと

いうことで、ここに書いてある文章は、駐車料金の

ことしか書いてないので、議員さんおっしゃられる

の分かるんですけども、結果として、やはりもうセ

ット、駐車料金と４階取得がもうセットということ

しか対応できないという結論になりました。（「よ

ろしい、もう」と呼ぶ者あり） 

○分科会長（浅田  徹） 青山委員。 

○委員（青山 憲司） 市から提案した１，５００円、

坪、月坪の話がありましたけど、このときは４階フ

ロアの購入というのは入っとったんでしょうか、そ

のアイティの三セクがぎりぎり、ぎりぎり採算ベー

スに乗るというところで提案をされた１，５００円

というのは、４階フロアの購入も入っとったんです

かね。 

○分科会長（浅田  徹） 澤田部長。 

○都市整備部長（澤田 秀夫） ４階フロアの購入も

入ってました。ただ、もう少し範囲は小さい範囲で

す。具体的にどの辺りまでというとこまではいって

ないですけれども、４階の一部を購入というのは入

ってます。 

○分科会長（浅田  徹） いいですか。 

○委員（青山 憲司） 確認です。そのときに、その

ときに結局、今のさとうさんの赤字幅を駐車料金以

外で埋めるというふうな確認になってしまってる

んじゃないかというふうに私は思うんです。そこだ

けちょっと申し上げたいと思います。（「いや、よ

ろしいかな」と呼ぶ者あり） 

○分科会長（浅田  徹） いや、質問、質疑。 

○委員（上田 倫久） 質問というわけではないんだ。

いいですか、ちょっと言っても。 

○分科会長（浅田  徹） ああ、どうぞ。 

○委員（上田 倫久） 今のところで、５２０万円の

予算のうち３２０万円が子育て支援総合拠点の構

想策定業務となっとる。４階の間取りだけで終わる

のではなくて、やっぱりアイティという、これに対

する１階から７階、その商業施設全体で考えてもら

うことができないのか。そして、その子育て総合拠

点と生涯学習サロンとの整合性を取って、将来にわ

たって利用が続くように予算を含めないとという

ようなことをちょっとお聞きしたい。 
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○分科会長（浅田  徹） 澤田部長。 

○都市整備部長（澤田 秀夫） 今回の予算３２０万

円は、４階と７階を含めた、７階を含めての構想策

定になっておりますので、当然、７階にある今の子

育て総合センターを４階に降ろしてきます。当然、

７階が空いてきますので、今度、そこもどういった

ものを入れるのが、今の市の施策に対して、どうい

ったものがいいかということを検討してまいりま

すので、あくまでも４階だけの計画ではございませ

んので。 

○分科会長（浅田  徹） どうでしょうか、非常に

アイティに集中するのはよく理解できます。 

 ほかにもそれぞれの課から、補正について出てお

りますけども、そういう、それも視野に入れながら

質疑していただけたらなと思いますけど、ほかは、

何か、そういう面ではないということでよろしいで

すかね……（「仕切り直しで休憩」「休憩」「１時

からにしよう」と呼ぶ者あり） 

 暫時休憩します。 

 １時間、もう少し、特に質疑まではちょっと深め

ておきたいなと思います。今、時間が少し延刻する

ことをお許しください。 

 ほかに質疑ございましたら。 

○委員（椿野 仁司） 委員長、休憩もあれなんで、

また質疑もまだあれば、重複しないように、また新

たな質疑があれば、やってもらったらええんで、そ

の後休憩しましょう、大事なことなんで。 

○分科会長（浅田  徹） 非常に、質疑を止めるこ

とは考えておりません。非常に重大な課題を今、審

議しておりますので。 

 それでは、ここで建設経済分科会、暫時休憩いた

します。再開は１時。 

午後０時００分 分科会休憩 

──────────────────── 

午後０時５８分 分科会再開 

○分科会長（浅田  徹） それでは、午前中に引き

続き、建設経済分科会を再開をいたします。 

 まあ、質疑の継続中ということです。 

 どうでしょうか、皆さん、ほかに質疑。 

 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） それ以外のところでいいです

か。 

○分科会長（浅田  徹） これは限ってしておりま

せんので、どうぞ。 

○委員（村岡 峰男） １７９ページの、僕の聞き間

違いだったらいいんですけども、太陽光発電の関係

で補助金がありますね、２００万円、これは蓄電池

の交換だっていうふうに言われたような気がする

んだけど、別か。個人向けの太陽光発電に、個人の

太陽光発電に蓄電池の交換でなぜ補助するんかな

と思って、聞き間違いか。 

○分科会長（浅田  徹） コウノトリ共生課、宮下

課長。 

○コウノトリ共生課長（宮下 泰尚） 個人住宅に対

して、太陽光パネル及び蓄電池の新設、設置する際

の補助でございます。今年は、蓄電池の申請件数が

前年、前々年度に比べてかなり増えてきているとい

うことでございます。 

○分科会長（浅田  徹） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 個人で発電装置をつけてます

ね、それの補助と蓄電池っていうのはセットのもの

ですか。 

○分科会長（浅田  徹） 宮下課長。 

○コウノトリ共生課長（宮下 泰尚） 太陽光パネル

だけを設置する家庭もあれば、蓄電する蓄電池とセ

ットで設置するご家庭、それは、そのご家庭によっ

て様々でございます。 

 それから、以前に太陽光パネルを上げておられて、

新たに今度、蓄電池だけを導入するというご家庭も

あります。 

○委員（村岡 峰男） その場合も補助対象になるん

だ、蓄電池が。 

○コウノトリ共生課長（宮下 泰尚） その場合も補

助対象になります。新規の蓄電池設置ということで

補助対象です。以上です。 

○委員（村岡 峰男） なるほど、分かりました。 

○分科会長（浅田  徹） ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○分科会長（浅田  徹） ほかにありませんか。（「は

い」と呼ぶ者あり） 

 それでは、質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 質疑の中でもしつこいぐらい

に言ったんですが、私は、最初に聞いてから、８月

１１日に初めてこの案件を聞いて、１か月ですね、

市民の皆さんの意見も聞きたいし、さらに状況もつ

かみたいし、我々自身のこの思いやら疑問やら、ま

だ十分晴れないということもあって、このさとうの

４階買収と駐車場そのものの、特に４階買収ですね、

については、この議会で今、ここで賛成というわけ

にいかないと。私どもは、予算決算委員会に今、修

正案も準備をしてるんですが、この案件としては、

その修正案の準備ということも含めて、同意をする

ことはできないということを申し上げておきます。 

○分科会長（浅田  徹） ほかにありませんか。 

上田委員。 

○委員（上田 倫久） 私は、この原案に賛成の立場

で意見を言います。 

 先ほども言いましたが、５２０万円の予算のうち

３２０万円が子育て支援総合拠点の構想策定業務

とありますので、４階の間取りだけで終わることな

く、このアイティという商業施設全体を考える中で、

子育て総合拠点と生涯学習サロンとの整合を取り、

将来にわたって利用が続くよう構想予算としてい

ただきたいと思います。 

 これは説明責任ではございますけれども、なかな

か納得のいかないところとか、質問とかたくさんあ

りました。その議員の意見と助言とかを聞いていた

だいて、議会に対して逐一報告をしていただくこと

を強く要望いたします。 

 今回のアイティ４階フロアの取得と子育て支援

総合拠点等の整備については、都市計画マスタープ

ラン、平成３１年３月策定の土地利用方針で、ＪＲ

豊岡駅を中心とする中心拠点では、地域の特性を生

かし、商業、居住、教育、文化、医療、福祉等の都

市機能の維持及び充実を図り、にぎわいの創出とと

もに高齢者や子育て世代も含めた多様な世代が、潤

いと安らぎのある環境の中での暮らしの推進が示

されており、まちづくりの観念からも整合が取れて

おり、しっかりとした子育て支援総合拠点と構想策

定に期待をします。で、賛成討論といたします。 

○分科会長（浅田  徹） ほかにありませんか。 

 青山委員。 

○委員（青山 憲司） 私から、今回、建設経済分科

会に審査された、審査を分担された１０８号議案、

令和２年度の豊岡市一般会計補正予算（第１１号）

のうち、子育て支援総合拠点等整備事業費５２０万

円の増額及びその財源補填並びに債務負担行為補

正、子育て支援総合拠点整備事業費３億２，５００

万円について、次の理由によって皆減し、それ以外

の予算補正については提案どおりとするよう修正

する必要があるから、第１０８号議案については反

対をします。 

 その理由について申し上げたいと思います。 

 まず、先ほども質問しましたけれども、９月１０

日配付の資料において、純粋に株式会社さとう自身

の経営に起因する赤字幅２億６，０００万円のうち、

駐車料金の赤字幅、約９，６００万円を除く１億６，

４００万円がさとう自身の経営に起因する赤字で

あると。さとうの要望は、自身の責任に属すること

がない、ことが明白なこの部分、要するに駐車場以

外に関したものでなく、駐車料金が割高であること

に向けられているとあります。この点に関して、当

局に確認したところ、４階フロアの運営自体はさと

う自身の経営に関する赤字分と理解できるとの回

答でもありました。 

 そのことが示すとおり、さとうにとっては、不良

債権部分の４階が処理できることで、大幅な赤字の

削減が可能となります。よって、今回の焦点は駐車

場料金の見直しそのものであって、さとう自身の経

営に起因する赤字部分は４階フロアそのものにあ

ることが明白であります。 

 さらに、豊岡市にとって財政の危機が声高に叫ば

れる中、４階部分の駐車料金と管理費合計が、毎年

４，１８０万円発生するとともに、４階部分の固定
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資産税の２２年分の減少幅８，１４０万円及び子育

て支援拠点整備事業費５億６，４５０万円に含まれ

る合併特例債の市の負担分及び一般財源２，８５０

万円を加えると、アイティ都市開発株式会社破綻に

よる損失とは必ずしも一致はしない。豊岡市にとっ

て、今後２２年経過以降も、駐車料金３，０５８万

円及び管理費３，７４０万円、合計６，８００万円

を支払い続けなければならない状態が続き、将来世

代への負担も大きくするものであります。 

 さらに、本市が進めている公共施設再編計画にお

いては、公共施設の床面積を、今後４０年間で３

４％削減することを目標に掲げております。今後４

０年間で、総額１，８２８億円、年間約４６億円も

の財源が必要とされる中、現状では２２．１億円し

か手配ができず、２５億円もの財源不足を来すこと

が明らかな状況において、今回のアイティ４階フロ

アは既に存在する、先ほど子育て広場の充実とあり

ましたけれども、既に７階に子育て広場はございま

す。また、旧いずたや跡地の生涯学習サロン整備の

ために取得した経緯からはやむを得ない、真に必要

な施設なのか大いに疑問であり、余分な施設取得が

本当に必要なのか。 

 重ねて、大型複合商業ビルアイティ自体も、１９

９７年１１月の開業以来、２３年もの時間の経過に

よって、施設設備の大規模修繕時期が来ており、資

金面では空調や電気設備に５，５１０万円、外壁等

修繕に１億８，９００万円が必要となるなど、修繕

に伴う負担金や管理費の増加は、４階フロア購入と

同時にその負担が重くのしかかることは明白であ

ります。 

 さらに今回、株式会社さとうの経営に大きく関与

することとなる結果を受けて、今後のさらなる要求

を受けざるを得ない状況を懸念する議員が多いこ

とも今回の一般質問等のやり取りで確認ができま

した。また、公金支出の在り方、公平性や債権者間

の合意形成の状況など、改めて確認すべき事項も多

くございます。 

 今、議会として、これらの重要な事項を確認しな

いままに提案内容を通すことは、議会機能を果たす

ことなく、予算を認めるということになる。生涯学

習サロンについては、文教民生委員会において審議

をされ、ここでは申し上げませんが、ここ数か月で

当初計画が猫の目のように変わる状況にあって、数

か月の遅延が許容範囲ではないとは思えない。 

 今回、数名の議員がアイティと同様の他市の商業

施設を視察をしております。私も見てまいりました。

私が確認したときは土曜日で、市が所有するフロア

の事務所が閉鎖されていて、子育て支援施設や図書

館が開館しているだけで、土曜日であっても、市民

によるにぎやかさを感じるところまではありませ

んでした。 

 最後に、この当局提案が議会修正に至り、さとう

がアイティ豊岡店の撤退を決断されることを望む

ものではありませんが、万が一にもそうした事態が

発生した場合は、議会としても重く受け止め、応分

の責を負う覚悟でこの課題に臨まなければならな

いことを付け加えておきたいと思います。 

 当局も議員も限られた時間の中で真剣に検討さ

れてきたと考えるところでありますが、依然大きな、

多くの大きな課題を踏まえ、もう少し時間をかけて

深い議論をする余地があるものと考えます。 

 よって、さきに述べたとおり、本議会での本議案

の採択には賛成できないことを申し上げ、議員各位

のご賛同をお願いいたします。以上。 

○分科会長（浅田  徹） それでは、賛成、反対の

意見がありますので、挙手により採決をいたしたい

と思います。 

 本案は、原案のとおり可決すべきことに賛成の委

員の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○分科会長（浅田  徹） ３人。それでは、はい、

降ろしてください。 

 反対の委員。 

○委員（松井 正志） 賛成少数でええんちゃうの。 

○委員（青山 憲司） 賛成少数でいい。反対の確認

せんでも。 

○分科会長（浅田  徹） 賛成少数、うん、そうし

ましょうか。（発言する者あり） 
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 それでは、賛成少数により、１０８号議案は否決

すべきものと決定をいたしました。 

 これでよろしいですね。 

 分科会を暫時休憩します。 

午後１時１４分 分科会休憩 

──────────────────── 

午後１時１４分 委員会再開 

○委員長（浅田  徹） それでは、次です。 

 建設経済委員会を再開をいたします。 

 まず、第１１６号議案、令和２年度豊岡市太陽光

発電事業特別会計補正予算（第１号）を議題といた

します。 

 当局の説明を求めます。 

 宮下課長。 

○コウノトリ共生課長（宮下 泰尚） ３７１ページ

をお開きください。第１１６号議案、令和２年度豊

岡市太陽光発電事業特別会計補正予算（第１号）に

ついてご説明いたします。 

 内容につきましては、部長が本会議で説明したと

おりですが、令和元年度の決算が確定したことを受

け、歳出の基金積立金に２１０万２，０００円、一

般会計繰出金に３３８万３，０００円を計上し、歳

入の繰越金に５４８万５，０００円を計上するもの

です。 

 説明は以上です。 

○委員長（浅田  徹） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（浅田  徹） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（浅田  徹） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（浅田  徹） ご異議なしと認めます。よ

って、第１１６号議案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定いたしました。 

 次に、第１１７号議案、令和２年度豊岡市水道事

業会計補正予算（第１号）を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 水道課、谷垣課長。 

○水道課長（谷垣 康広） ３８５ページをご覧くだ

さい。第１１７号議案、令和２年度豊岡市水道事業

会計補正予算（第１号）についてご説明いたします。 

 内容は、本会議で部長が説明したとおりでござい

ますが、詳細について、実施計画で補足説明を申し

上げます。 

 ３８８ページをご覧ください。表の一番下になり

ます収益的支出の営業外費用のうち、雑支出の水道

祭典費等につきましては、新型コロナウイルス感染

拡大防止のため、水道まつり関連の事業を縮小、ま

たは延期したことにより不要となった２２４万４，

０００円を減額するものです。 

 その他の項目につきましては、消費税及び地方消

費税納付額と、令和２年４月の人事異動に伴う人件

費の増額をするものでございます。 

 説明は以上です。ご審議のほう、よろしくお願い

いたします。 

○委員長（浅田  徹） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） しょうもないことかもしれま

せんが、あれ、水道まつりですね、水道祭典費と書

いてあるんです、祭典、ちゃうんか、まつり、祭典

なんて言えへんなと。どっちでもええんだけどな。 

○委員長（浅田  徹） 谷垣課長。 

○水道課長（谷垣 康広） 科目の名称としまして、

祭典費として上げさせていただいております。 

○委員長（浅田  徹） ほかにございませんか。 

 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（浅田  徹） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（浅田  徹） ご異議なしと認めます。よ
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って、第１１７号議案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定しました。 

 次に、第１１８号議案、令和２年度豊岡市下水道

事業会計補正予算（第１号）を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 下水道課、石津課長。 

○下水道課長（石津  隆） ３９７ページをご覧く

ださい。第１１８号議案、令和２年度豊岡市下水道

事業会計補正予算（第１号）についてご説明いたし

ます。 

 補正の内容につきましては、本会議で部長が説明

したとおりでございますが、私からは、４００ペー

ジの補正予算（第１号）実施計画で補足の説明をい

たします。 

 ４０１ページの資本的収入及び支出の段をご覧

ください。支出の建設改良費、管渠施設事業費、工

事請負費を５，１００万円増額しております。これ

は、兵庫県が実施しています道路改良工事に伴い、

支障となる下水道管渠を移設する必要が生じたた

め、移設工事費を計上するものです。 

 具体的には、１つとしまして、城崎大橋関連の移

設工事費が約４，０００万円、２つ目としまして、

豊岡インター線関連の移設工事費が約１，１００万

円必要となっております。これに伴いまして、企業

債借入れなどの収入につきましても補正をいたし

ております。 

 工事以外につきましては、令和２年４月の人事異

動に伴う人件費の増額なども行っております。 

 説明は以上でございます。よろしくご審議のほど、

お願いいたします。 

○委員長（浅田  徹） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（浅田  徹） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（浅田  徹） ご異議なしと認めます。よ

って、第１１８号議案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定しました。 

 以上、議案の審査は終了しました。 

 この際、当局の皆さんから特にご発言はありませ

んか。 

 それでは、ご苦労さまでした。当局の皆さんにつ

きましては、退席をしていただいて結構でございま

す。 

午後１時２２分 委員会休憩 

──────────────────── 

午後１時２２分 分科会再開 

○分科会長（浅田  徹） 建設経済分科会を再開を

いたします。 

 これより、分科会審査意見・要望のまとめに入り

ます。 

 本日、分科会で審査をしました、報告第１８号、

専決処分したものの承認を求めることについての

専決第１１号、令和２年豊岡市一般会計補正予算

（第８号）並びに１２号での第９号、さらには第１

０８号議案、令和２年度豊岡市一般会計補正予算

（第１１号）についてです。 

 この３件につきまして、分科会審査に係る意見、

要望について、ご発言があればよろしくお願いした

いと思います。 

 暫時休憩します。 

午後１時２３分 分科会休憩 

──────────────────── 

午後１時３３分 分科会再開 

○分科会長（浅田  徹） それでは、再開をいたし

ます。 

 この報告の仕方については、正副委員長にご一任

ということでご異議はないということでよろしい

ですね。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（浅田  徹） それでは、以上をもちま

して、建設経済分科会を閉会をいたします。 

午後１時３３分 分科会閉会 

──────────────────── 
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午後１時３３分 委員会再開 

○委員長（浅田  徹） ただいまから、建設経済委

員会を再開をしたいと思います。 

 これより、委員会審査の意見、要望のまとめに入

りたいと思います。 

 本日、委員会審査しましたのは、報告第１７号、

専決処分したものの報告についての専決第１０号、

訴えの提起、それから、９６号議案の物件購入契約

の締結について、１０１号議案の令和元年度豊岡市

水道事業剰余金の処分について、第１０２号議案に

つきましては、同年度豊岡市下水道事業剰余金の、

これの処分について、第１０４号議案につきまして

は、豊岡市立湯の原温泉オートキャンプ場の設置及

び管理に関する条例の一部を改正する条例制定に

ついて、第１０５号議案は、豊岡市たんたん温泉福

寿の湯の設置及び管理に関する条例の一部を改正

する条例制定について、第１０６号議案につきまし

ては、豊岡市営移住促進住宅の設置及び管理に関す

る条例の一部を改正する条例制定について、１１６

号議案につきましては、令和２年度豊岡市太陽光発

電事業特別会計補正予算（第１号）、１１７号につ

きましては、豊岡市水道事業会計補正予算（第１号）、

それから最後に、第１１８号議案としまして、令和

２年度豊岡市下水道事業会計補正予算というふう

なことで審議をしてまいりました。 

 この審査に係る意見、要望についてご発言があれ

ば、よろしくお願いをしたいと思います。 

 暫時休憩をいたします。 

午後１時３５分 委員会休憩 

──────────────────── 

午後１時３８分 委員会再開 

○委員長（浅田  徹） そしたら、再開をいたしま

す。 

 意見、要望につきましては、それぞれ正副委員長

に一任ということで願いたいと思います。よろしい

ですね。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（浅田  徹） 異議はないようですので、

正副委員長にご一任をいただきます。 

 それでは、閉会中の継続審査、調査、審査の申出

についてでございます。 

 それでは、３に掲載しております、閉会中の継続

審査、調査の申出についてを諮っていきたいと思い

ます。 

 議長に対して、委員会重点調査事項を閉会中の継

続調査事項として申し出たいと思いますけども、ご

異議はございませんでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員（村岡 峰男） これは１２月議会まで生きる

んかいな。この委員会解散し、新しく変わるけど。 

○委員（松井 正志） 新しい委員会ができるのは１

２月です、ああ、１１月、１１月までだ。 

○委員長（浅田  徹） この委員会では、一番、こ

の丸の一番下のコロナウイルスの対策、これを加え

ました。 

○委員（村岡 峰男） 結構です。 

○委員長（浅田  徹） 一応、このように今、掲げ

ております、まあ、といいましても、実際、あとも

うこの９月、１０月、２か月、２か月ですかね。実

際、委員会としてはこの９月議会が終われば、次の

また再編ということになっていくわけですけども、

この今までのものをしっかり踏襲していくいうこ

とでよろしいでしょうか。（「はい」と呼ぶ者あり） 

 それでは、この継続調査事項としましては、現行

のものをそのまま踏襲していくということにつき

まして、ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（浅田  徹） ご異議なしと認め、そのよ

うに決定しました。 

 その他でございます。 

 何か皆さんのほうからご発言はございませんか。 

 そしたら、特に今の補正の関係の１０８号につき

ましては、まあ、これもご一任いただいて、しかる

べく方法を選んで、また委員会側には、予算決算委

員会のほうには、これ、ご一任していただくという

ことでよろしいですね、その報告の仕方、当然……

（「事前にまた内容について教えてください」と呼

ぶ者あり）その内容についてはね。 
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 そしたら、ないようでしたら、以上をもちまして

建設経済委員会を閉会いたします。大変長時間ご苦

労さまでした。 

午後１時４２分 閉会 

──────────────────── 

 


